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序

小矢部市には悠然とした空気が流れています。三方を丘陵で囲まれ、市域中

央には小矢部川が貫流する土地柄にその源があるのかもしれません。人はこ

の地に有史以前から現在まで連綿とつながる歴史を築いてきました。

桜町遺跡は市の北西に位置しており、国道8号小矢部バイパス建設に伴い事

前に発掘調査を行いました。その結果、縄文時代をはじめ、奈良・平安時代、

鎌倉時代、江戸時代の豊富な資料が発見されています。

本書では、昭和62年度から平成14年度にかけて実施した発掘調査により出

土した縄文時代の遺物の中から、現代に続く木工技術の初期段階に位置づけ

ることができる大型や、精巧な小型品などの木製品をはじめ、繊維製品・植物

などの有機質遺物について報告するものです。

通常の遺跡では土の中で腐蝕してしまうような脆弱な出土品が、大量に良好

な状態で発見されたことにより、遺跡への市民の関心が高く、文化財朱護啓発

の一助となっております。このことから、発掘調査から整理作業まで慎重かつ正

確に行わなければならないものと痛感し邁進してまいりました。

発掘調査から報告書刊行に至るまでご理解とご協力をいただきました地元の

方々をはじめ、国土交通省富山河川国道事務所、桜町遺跡調査等検討委員会・

同専門部会委員各位、富山県教育委員会、富山県埋蔵文化財センターの諸機

関の方々および関係各位には格別なご指導を頂きましたこと、心から感謝申し

上げます。

平成19年 3月

小矢部市教育委員会

教育長 西川 康夫
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1。 本書は、富山県小矢部市桜町に所在する桜町遺跡の発掘調査報告書のうち、第6巻目にあたる「木製品・

繊維製品・植物編」である。

2。 発掘調査報告書は、これま怠 平成14年度に「弥生・古墳・古代。中世編 I」、平成15年度に「縄文遺構

編 I 弥生・古墳・古代。中世編Ⅱ」、平成16年度に「縄文遺構編Ⅱ 弥生・古墳・古代。中世編Ⅲ」、17

年度に「縄文土器・石器編 I」 を刊行している。

3.発掘調査は、国道8号小矢部バイパスの建設に伴うもので、小矢部市教育委員会が国土交通省から

委託を受けて実施した。

4.本書に収録している木製品は、桜町遺跡のうち、昭和62年度に発掘調査を行った中出地区、昭和63

年度、平成8年度、平成9年度、平成10年度に発掘調査を行った舟岡地区第1調査区、第6調査区

から出上したものと、平成11年度に発掘調査を行った舟岡地区第2調査区、平成12年度、平成14年

度に発掘調査を行った舟岡地区第3調査区から出上したものである。

5。 本書の作成は、小矢部市教育委員会が行った。作成にあたり、桜町遺跡調査等検討委員会 (田中琢

委員長・小林達雄委員長)の指導を受けた。担当者は下記のとおりである。

・2006年度 総括 文化スポーツ課 課 長  森下博幸

主務   同 上   主 事  中井真夕

事務   同 上   課長補佐 安念幹倫   主 任 高木場万里

6。 本書の編集。執筆は、小矢部市教育委員会文化スポーツ課職員の協力を得て、中井真夕が行った。

写真撮影は、出土状況を当市職員が行い、遺物はアーガス・フォトスタジオ赤羽仁諭に委託した。

7.樹種鑑定は、当遺跡検討委員である鈴木三男東北大教授の監修のもと、各専門機関に委託した。

8。 本書は、ほかに本書を収めた CD‐ROM l枚が付いている。本書の実測図版・写真図版の表示は次

のとおりである。

1)遺物の報告番号は通し番号を付した。ただし、繊維製品と植物の報告番号は再び各々 1～ 54、 1

～ 3を付した

2)引用・参考文献は、著者と発行年 (西暦)を [ ]で文中に示し、巻末に一括して掲載した。

3)実測図版の縮尺は、大型品から小型品まで大きさに大差があるので、基本的に頁ごとにそろえた。

写真図版の縮尺もおなじである。出土状況写真は任意である。主要な遺物については別に縮尺1/30

にそろえて比較したものを参考にしていただきたい。

9。 出土遺物と調査に関する資料は、桜町遺跡出土木製品管理センターで保管している。

10.出土品の整理および報告書作成中、下記の方々から多大な御教示・御協力を得た。記して深甚なる

謝意を表したい。(敬称略、五十音順)

伊藤隆三。上野幸夫・岸本雅敏・木村勝彦・久々忠義・沢田正昭・鈴木三男・小島俊彰。小林達雄
。西井

龍儀・能代修―・宮本長二郎・山田昌久・渡辺誠
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第 I章 調査の概要

1.調査区別調査状況

調査にて縄文時代に属する木製品等は1,776点出土している。出土状態は以下の3つに大別できる。

ひとつは、遺構および遺構を構成している材である。水場や、柱穴などの遺構を検出している。つぎ

に水が溜まりやすい場所であったことを利用し、材木が乾燥し割れることから防ぐため貯木されてい

た木材。大型の材は杭で止めてあった。最後に流木であった材、の3タイプである。

A.舟岡地区 第 1調査区・第 6調査区

第1調査区は、2つの谷筋が合流し子撫川へ流れ出る出口部分に位置し、低地である。北側に隣

接する第6調査区は、谷の中に中洲状に形成された台地となっている。低地部分では子撫川からの

入水と谷からの排出水によって水の動きに押引きがあり、水が溜まりやすい場所となっていたと考えら

れる。実際に現地では、大規模な土石流層間にラミナ状堆積層が認められた。調査区中央部の南北

断面には、土石流層堆積と、砂もしくイよシルト層堆積が交互に堆積する状況を確認できた。縄文時代

中期末から後期初頭頃に属する遺構は土石流堆積層上に築かれ、出土した木製品の大半を占める

と,049点はその時期のものである。

B.舟岡地区 第 2調査区

第2調査区は、第1調査区の西側に隣接している。この場所は縄文時代から中世までの遺物を含む

各土層が堆積している。縄文時代後・晩期に属する土器 。石器が大量に出土している。この調査区の更

に西側に続く第3調査区の縄文遺構が、縄文時代末に発生した土石流によって流された遺物であるが、

木製品は出土していない。縄文時代以降の川から削りだし棒材など3点が出上し、今回報告している。

C.舟岡地区 第 3調査区 。第 4調査区

第3調査区は、東側に隣接する第2調査区から続き、西方向と南西方向からの谷筋が合流する場

所である。第4調査区はそのさらに西側に位置する。合流部から西側では、縄文時代後期末から晩

期の遺構。遺物を良好な状態で検出した。一方、合流部から東側および第2調査区にかけては、南

西方向からの流水により大規模に削平されて残っていない。縄文時代の木製品は遺構に伴い出上し

たもので354点ある。環状木柱列や貯蔵穴、柱穴、水場などの遺構を検出している。

D.中出地区

中出地区は舟岡地区の第1・ 第6調査区の東側に続く場所である。子撫川に沿う自然堤防上に広が

る平地である。舟岡地区が谷間に位置し、土石流堆積と整地層との交互に堆積する状況であるのに対

し、比較的穏やかに堆積している。縄文時代中期末頃には、東側に隣接する舟岡地区第 1・ 第6調査

区から続く,Iiに築かれた木組み遺構を検出している。この遺構に伴い18点の木製品が出土している。

2.遺構別出土状況

出土した木材のうち18%は、遺構の構成材である。本報告では施設材に区分している。遺構の種

類は水場、柱穴、土坑、貯蔵穴、環状木柱列である。遺構の位置や性格など詳細については、



2004、 2005年度刊行「桜町遺跡発掘調査報告書―縄文遺構編 I、 Ⅱ―」〔2004'2005小矢都市教育

委員会〕を参照されたい。本書では概要に留める。

水場 水場遺構は流水を溜めるための木組み (枠材)と 作業するための足場がある。それらの材

を留める杭もある。水場は縄文時代中期末～後期初頭の時期では 5基、縄文時代後期後葉～晩期

では 2基を検出している。検出状況から設置された場所は、川の中や、水辺であったことが窺える。

木材を方形に組み杭で固定した木枠状であるものが中期には 3基、晩期には 1基ある。木材を積

み重ねある一定の長さに揃えて並べ、杭で固定した足場が中期に 1基ある。

木材群 木組みではないが、木材や木製品等が集中して置かれた場所が中期末～後期初頭で 6箇所で

検出している。川の中や岸辺に木材を並べて杭で留めた状態であるものが多い。木材の大きさや形状

が多様であること、杭で固定してあるものの寄せ固めて置いた状態であることから、水場の施設とし

ての要素が見受けられない。木製品が集積されている場所では、完成品と未成品が混在し、これから

加工されるような木材が集中されて置かれていた。水中にて保管していたものと考えられる。

柱穴 木柱根を伴う柱穴は、中期末～後期初頭では 15基、晩期では 4基ある。柱穴の掘り込みや

配列が不明確であることから竪穴住居や掘立柱建物などの建物を構成するものとは断定できない。

また実際に柱が残っている土坑では、柱根の径には細太いが混在する。その穴の配置も点在し、

建物等の存在は考え難い。おそらく、径 80 cm程度ある柱については、建物ではなくトーテムポー

ル等の集落の位置や性格を表すものではないかという可能性がある。その他の太さの柱について

も同じような配置状態であるため、建物等の存在を想定するのは困難である。

土坑 土坑は、中期末～後期初頭で 194基、晩期では92基が検出されている。径に大小あるが、

そのうち中期では40基、晩期では18基に堅果類がまとまって入っており貯蔵穴であると考えられる。

晩期のものは、穴をほり木材で木枠をつくり、樹皮等を切り揃えて蓋をした状態で検出している。

環状木桂列 環状木柱列は、主に円形の線上で一定の間隔をおいて穴をほり、半載形や板状の柱

を入れた遺構である。縄文時代晩期の北陸地方にある特徴的な遺構である。検出例が少なく、遺

構の持つ性格などは解明されていない。桜町遺跡では約 6mの 円環を2環検出している。線上に 8

基の上坑、このうち 7基に半径 50～ 60 cmの半載柱が実際に残り、うち 2本は円弧を削り板状に

加工されていた。周辺から漆塗竪櫛など呪術的な要素が高い遺物が出上していることから、祭祀

などに関係する施設という見方が強い。時期をあまり置かずに同環状にほぼ同様の穴の位置で、

建替えが行われたようである。

3.時期別出土状況 (表 1)

概要 本書で報告する舟岡地区第1～ 4・ 6調査区、中出地区から出上した木材や木製品は、層位

や遺構から、縄文時代の4時期に分けることができる。

縄文時代中期 舟岡地区第1・ 6調査区および中出地区では、縄文時代中期末以前の遺構群と縄文時代

中期末～後期初頭の遺構群、それに伴う遺物が検出された。遺構群は中期中葉頃におきた土石流層の堆

積後に築かれたものである。この土石流堆積の層中の木材を放射性炭素年代測定のAMS法により測定

した結果、約7,000～ 8,000年前の時期が得られた。しかし堆積層には、中期前葉～中期中葉の上器片が



混入していた。このことから縄文早期～中期中葉の長期間において、主に土石流が堆積と流失を繰り返

し、中期末～後期初頭の遺構群が構築できる基盤層が形成された。この基盤層より下層の上石流堆積層

上に構築されていた遺構群の時期は、中期の範疇ではあるが、詳細な時期については決定できない。土

石流堆積層上に築かれた遺構群の木材は、同じくAMS法により年代測定をおこなっている。その年代

値は、4,000年前を前後するものであり、中期末～後期初頭に属することを裏付ける結果であった〔2004

小矢部市教育委員会 (付載3)〕。中出地区では、第 1調査区から続いている川跡を検出している。

縄文時代後・晩期 舟岡地区第 3・ 第4調査区では、南西方向からの削平を免れた縄文時代後期末～

晩期の遺構や遺物を検出した。層位や遺物から、後期末～晩期前葉と晩期中葉～後葉の二時期が

考えられる。検出した遺構に伴って木柱や木材が出土している。

縄文時代以降～古墳時代 舟岡地区第2調査区は、縄文時代以降の川跡が3本検出されている。時
期は古墳時代から古代である。しかし縄文時代晩期の上器。石器が大量に出土した。これは調査区

西側に続く第3調査区にあった遺物包含層が、南西方向からの流失によって削平されたものが堆積し

た結果である。

第 1図 調査区位置図 (1:3,000)



第Ⅱ章 整理の方法

1.記載方法

桜町遺跡は、昭和55年度から本年までの27年間かけて調査してきた。このうち本発掘調査は11

年間の歳月を費やした。今回報告する木質遺物は、主に舟岡地区第1～ 4・ 6調査区、中出地区の調

査地で、昭和61年度～平成元年と、平成9年度～平成15年度の発掘調査で出上したものである。

木材や木製品を、次項のフローチヤートに基づき分類したことにより、区分別に報告する方法を採用し

た。縄文時代の木製品の器種分類については、確立されていない。それは他の遺物に比べて、出土量

が著しく少なく、遺物の出土状態によっては観察が不可能であるような脆弱物であるものが多く、再利用

のための加工を受け本来の形状が変わってしまったものなどあり、統計的な分類は進んでいない。以上

のことを踏まえて、当遺跡検討委員の山田昌久首都大学准教授にご教授頂き、フローチャートを作成した。

本来は調査区別、調査年度別、時期別に報告するべきではある。しかし、本遺跡は複合遺跡で

あることと、長期間に渉る調査であったため、同区内で年度を何年も越えて調査している。 E/1ヽ矢

都市2004]こ のことは、本来の遺物について報告する前に、同じような説明を何度も繰り返すこ

とになる。したがって今回は、第 I章にて、調査区別、調査年度、時期について概要を説明する

方式を採った。第Ⅱ章では、整理の方法について述べ、第Ⅲ章以降は遺物の説明をする。

2.出土点数について (表 1)

縄文時代に属する木材。木製品の出土総数は、1,776点 である。この数字は、一個体としてカウント

できる遺物のものである。現地において出土直後は、1,600ど ある調査地内の半分程度が、木材で

一杯になったという印象が強くある。しかし、大半の出土木材の状態は、腐食や欠損、土圧や木材

同士が重なっていることによる潰れで変形しており、どこまでを一個体としてよいか判断しかねる状態

で出上した。平成9年度当時にマスコミ等で取り上げられた良好な状態の木材は、全体の15%程度

である。この15%の遺物について、今回図面および写真図版で提示する。

時期別の出土数について全然数に対しての割合は次のとおりである。中期末以前(中期の範疇)

19.8%、 中期末～後期初頭59。6%、 後期末～晩期初頭l猛 1%、 晩期中葉3.4%である。この比率差は、

中期の遺構・遺物を検出した舟岡地区第1・ 第6調査区および中出地区と、晩期の遺構
。遺物を検出した

舟岡地区第 3・ 第4地区では、立地や築かれた遺構の性格が大きく異なることに起因する。また、晩期

遺構面の調査では、自然流路中に流木として自然木を検出している。しかし川底で検出したものではな

いし、同時期やその後の時代に、川幅や水量などの規模が違うものの、ほぼ同じ場所で流れていたこと

から、縄文時代の後・晩期の木材とは決定できない。このため晩期の自然木はカウントしていない。

加工の有無については、加工有りが61%、 加工無しが39%である。加工された木材は、完成品と未

成品に関わらず樹皮剥ぎや枝払いが行われている。この行為は、同じ条件下で埋まっていた木材の残存

状態に少なからず影響するものと思われる。中期遺構面では、トチノキが自生していた根部分を検出した。

これは比較的、残存状態は良好であった。自然木でカウントしている。
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表1 時期別出土点数
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第2図 分類フローチャート



3.分類方法について (第 2図 )

出土した木材は、加工の有無から、造作材と器具材と自然木の3つに大別した。

造作材は、次の3つの要素を持つ。石斧等による粗加工、残存形態および使用材が比較的大型、

使用材種はほとんどがクリである。加工痕や出土状態から、構築材・施設材。その他の加工材に区分

した。この区分の詳細については以下に記述する。

器具材は、石斧やほかの小型道具による細加工、完成形が想定できて使用材が比較的小型、使

用樹種は製品ごとに適材種を使用している。12種類に区分した。

自然木は、伐採痕や樹皮剥きなどの初期段階の人的加工が施されていない木材とする。川の中の

流木が多い。しかし自然木であった材でも、遺構の構成材として使用されている場合も考えられるが、

当遺跡では存在しなかった。人の手が加わっていない材は、傷みやすいため、残り得なかったと考

えられる。

造 作 材

構築材 加工痕や出土状況から何らかの構造物を想定できる柱根と柱材である。中期は10点、晩期

15点。加工痕がある材の全体総数1,083点 中で約2%の 割合である。柱根は、土坑や環状木柱列

から出上した。柱材1点は貯木状態であった。いわゆる貫穴1箇所と桟穴2箇所が施され、高床建物

の中柱材であると想定できる材である。この材は昭和63年度調査において縄文時代の建築材が出土

したと注目され、平成9年度調査では大量の木材が出土して、建築材が大量に出土した印象を強く残

した。実際に穴や欠きこみなどの加工痕が施されている材は確かに多い。しかし建築材として建物

のどの部分に使用されるかは不明確である。遺構からは建物跡は検出していないことなどを鑑み、本

報告では前述した定義に当てはまる25点を構築材として位置づけた。

施設材 水場、杭群、貯蔵穴の遺構構成材である。中期は111点、後・晩期は201点。加工痕があ

る材の全体総数1,083点 中から28.8%の 割合である。木材を一回体で観察した場合、ほぞ穴等の

明瞭な加工痕が数々認められる。しかし本来の使用形状は何であったかは判らない。それは資源を

最大限有効に使用していたと思われる縄文人が、木材を一次、二次と使用し最後は燃料材、灰となっ

て自然に帰依し循環させていたと考えられるからである。今回遺物として出上した状況は、利用経過

中の木材である。したがって施設材として区分した。

その他の加工材 前述の構築材や施設材に当てはまらないが、人工的な加工痕が認められる木材

である。中期508点、後晩期 133点。加工痕がある材の全体総数と,083点中から59%の割合である。

両時期とも主に分割されただけの材が多い。

4.記述について

記述には、本文、観察表、図面図版、写真図版を用いる。前述したようにフローチャートによる区

分を基本とする。そのうえで縄文時代内での、時期別についても区分内で分ける。

なお、今回報告するにあたり図示する遺物は、保存処理済後に図面実測徹J定値も含む)、 写真撮

影をおこなった。通常は処理前に実測をおこなわなければならない。しかし検出時は一見しっかり見

えていた木材も、実態として中身は腐食していた。大量の木材は遺構の構成材であったため、一回



体としては重なっている部分もあり全長や幅は正確には測定できなかった。全体は航空測量を実施。

一回体としては取り上げ後の損傷が著しく、処理作業を先に行う事にした。

A 本 文 基本的に図示した遺物について、観察表で表記しきれないことについて記述する。区
分別に造作材・器具材。自然木に出土数・分布状況を明らかにし、各々の種別ごとに説明する。

B 観察表 基本的に図示した279点について示す。このほか加工痕が認められる木材776点につ
いては、最小限必要なデーターを記載し観察表を作成した。自然木693点については集計したデーター

を報告する。また、以下に示す①～⑫の計測項目は基本的な項目であるが、器具材については種別

により観察表を別に作成した。

① 報告番号 図面図版、写真図版に付けた番号。遺物によっては図面。写真・観察表のみが掲載さ
れているものがあるが、ひとつの遺物にひとつの番号である。ただし、繊維製品および植物の

報告番号については、再び繊維製品が 1～ 54、 植物は 1～ 3を付した。

② 区分 フローチャートによって分別した。

③ 種別 区分ごとにその材の出土状態や形体から付した。なお、器具材はF木器集成図録 近畿
原始篇』〔1993奈良国立文化財研究所〕や他の遺跡の遺物記録を参考に名称を付けた。

④ 木取り 現状で木口面に残る木目を以下のように示した。山田氏によると縄文時代には切断道具
は石斧や木具しかないので、弥生時代以降に存在する金属具による板目は出来難い。板目の

木目は、実は年輪に沿って接がしているとのこと。称して「年輪割り」である。確かに板目面が無

い年輪割は板材のうちの約62%を 占める。しかし割合は少ないが板目はある。そこで本書で

はご教授を受けながら、板目板 (材 )を使用する。ここに陳謝したい。なお、山田氏による木材

の分割方法については、本書と同時に発刊するF桜町遺跡発掘調査報告書 総括編』(2007小矢
部市教育委員会、以下〔2007総括偏〕と略す)にて報告される。

丸木材   樹心を含む芯持ち材であること。

半割材   樹心を通り2分割しているもの。

偏半割材  樹心を避けて2分割しているもの。芯持ちと芯去り材となる。
分害J材   半割材や偏半割材のように接線方向に割った後で、放射方向に割ったもの。芯持ち

と芯去り材となる。

板目板 (材)接線方向に割るもしくは削るもの。

紅目板 (材)放射方向に割るもしくは削るもの。

削り出し材 接線方向や放射方向に関わらず削り出して成形しているもの。芯持ちと芯去り材となる。
横木取り  容器の口と底部が柾目(接線方向)にくるもの。
縦木取り  容器の口と底部が木口面にくるもの。

⑤ 芯 樹芯部の有無。

⑥ 樹種 東北大学植物園長の鈴木光男桜町遺跡調査等検討委員に同定を依頼した。一部について
は、能代修一氏とlMlパリノ・サーヴェイに依頼した。詳しくは〔2007総括偏〕「  」における鈴木
氏の報告に譲る。



⑦ 調査区
③ 遺構
⑨ 時期
⑩ サイズ 長さ、幅・径、厚さ・高さ

⑪ 炭化・樹皮 部分的に炭化部。樹皮が残存するもの。欄にOを記入。

② 備考 特記する事項。
C 図面図版・写真図版
報告番号と同番号である。わずかであるが写真図版のみの遺物もある。

区分別に報告していく。前述したとおり保存処理後の図面作成。写真撮影である。

図について 基本的には展開図法により、正面。側面・断面である。必要に応じて裏面や底面を加

えたものや、基本より減らしたものがある。

断面図 木口面に認められる年輪は、木取りを表現している。実際の年輪数ではない。また出土

材種はクリが多く、道管が放射状に配列されているため、ねじれているものが多い。加えて

断片で木口面が潰れており、実際の木目とは一致しない。

木表 :樹皮側に近いlRl

横木取り

木口

鰯
∈
□

板目板 (材 )

第3図-1 木材の部分名称

丸木材    半割材    偏半割材    分割材

―

 Kヤ 功  |||IIlilil
板目板 (材)  板目板 (材)    紅目板 (材 )

第3図-2 木口からみえる木取 り

縦木取り

削りだし材

は＼＼さくこrレぅち/ノケ4

柾目板 (材 )

第3図-3
容器等の春Jり 物の木取り

柾目板 (材 )

第4図 実測図の表現記号
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第Ⅲ章 遺 物

基本的には加工痕が認められた材については、調査区や出土遺構、出土年度、計測値などは観

察表にて個別で示しているので、そちらを参照されたい。ここでは、観察表に書ききれなかった

表現を中心に記す。

1造 作 材
A 構築材 (表 2・ 17、 第 1～ 16図、図版 1～ 9)

中期末～後期初頭では 10点、(1～ 10)晩期中葉では 15点 (ll～ 21、 280～ 283)出上している。

このうち良好な状態の遺物を20点保存処理し図化している。ほか 5点については、出土状況写真

と観察表で報告する。

lは昭和 63年度調査 。第 1調査区東端で出上した「高床建物柱」の中柱材と想定された柱材で

ある。川の中から他の木材と集積された状態で出土した。杭などで固定された痕跡もなく集めら

れている。このことから乾燥防止のため貯木されていたものと考えられる。

形状は 295 cm、 径 24 cmあ る直状の柱。一先端から約 80 cmは先細りしている。この部分が埋設

された状況下であったという見方もできる。もう一方の先端部は完結しているか否かは判然とし

ない。柱のほぼ中央に貫穴と称されたほぞ穴が 1箇所ある。12× 10 cm。 側面幅 15 cmに幅いっぱ

いの穴があけられている。桟穴とする欠き込みは4箇所。前述のほぞ穴の貫通方向に即して 2穴 1

組で横桟を両方向から受ける。各々は9～ 10× 6～ 7.5 cm。 深さは木表側から9～ 11.5 cm。 同組

の 2穴間は 7 cmの陸橋が残る。桟穴 2組間は芯々で 80 cmである。

※貫穴や桟穴は建築用語で限定的な意味合いを持つ。貫穴は穴に二間通して柱を渡すものをいう。当遺跡の場合、実際に穴に柱
が入っていた状態での出土状況ではない。したがって厳密にいうとほぞ穴となる。

2～ 5、 10は、前述 (第 I章 2)の とおり建物等の構造物のプランが想定できない柱穴から出土

した径 39～ 61 clllあ る柱根。残存長は 31～ 71 clll。 伐採時の痕跡や樹皮をはいだ痕跡がある以外

に特記すべき加工痕は認められない。3の底面には樹芯部を残し14 clllの欠き込みがある。削痕が

幾つも見られ底面に平坦面を作っている。木を運搬するための目途穴であった可能性も指摘され

たが、樹皮側に引っ掛ける突起部分の痕はまったく認められない。現代において当遺跡周辺で林

業に従事する方から、伐採時に根入りが樹芯部を越え、自重で倒木した際に底面の一部に割れた

ささくれが残り、それを除去する作業の痕跡に類似していることを伺った。

11～ 21、 280～ 283は環状木柱列の柱根である。11～ 16は同環状と考えられ径 49～ 65 cm、

残存長 28～ 50 cm。 同様に 19～ 21が同環状と考えられ径 24～ 55 cm、 残存長 15～ 24 cIIlo 12～

17は芯部を残す略半裁。半裁面は丁寧に削り整えられ、底面は平坦に仕上げられている。11と

12、 21は各々の同環中の門扉部であるとされる。芯部を残す略半裁であるが円弧が削られ柾目材

ともいえる。幅 55～ 62 cm、 厚さ15～ 21 clll、 残存長 24～ 44 cm。 両面とも丁寧に整えられている。

底面は平坦である。280と 282は前述の二環状の同円上にはあてはまらないが、周辺の柱穴から出

上した。検出形状は円形を呈しているが、残存状態が悪く取り上げはできなかった。断割で確認
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したところ、底面は平坦であろう。径約 35 cm、 残存長約 20 cm。 発掘調査時は少なくとも2回の

立替プランを検出しているが、同じ場所、同径のプランでもっと立替が行われていた可能性が指

摘されている。その際にそのまま放置されたものであるかもしれない。〔2005小矢部市〕

B 施設材 (表 3・ 18、 第 17～ 38図、図版 10～ 30)

中期末以前では 7点 (22～ 28)、 中期末～後期初頭では 104点 (29～ 57、 479～ 538は舟岡地区、

64～ 78は中出地区)、 後期末～晩期前葉では201点 (58～ 68、 284～ 477)出上している。この

うち良好な状態の遺物を57J点保存処理し図化している。ほか144点については、観祭表で報告する。

22～ 28は杭群である。流路の進路方向に直行して三組の列を成していた。径約 8～ 16 clnの丸

木材、残存高は約 24～ 71 cm。 底面は先端を樹芯部やそれに近いように尖らせてある。樹皮剥ぎ

はされているが粗削 りである。樹種はクリ、イヌガヤ、ハンノキ節、エノキ属などさまざまで、

構成材としての役割を果たすためだけの加工であると思われる。

29～ 39、 278は水場を形成し、方形の木枠の側板や水流を調整する水口板、作業のための足場

などがある。足場材は径約 13～ 45 cm。 残存長は約 150～ 350 clll。 樹種はすべてクリである。

29は偏半割材である。木裏側の割面を設置面としている。残存長は約 334 cm、 径 45 cm。 一先端

は調査用銅矢板にて切断され調査区外へ延び、もう一方は切断痕が認められる。木表側には 32×

48 clllの ほぞ穴が一箇所。幹上部側の端部から250 clll離れて位置する。このほぞ穴から26 cmすすみ

12× 12、 深さ2 cmの挟りが 2箇所ある。さらにすすみ径 85 cmの 1/4の 円状を呈する袂りが 2箇所、

中央部分に 18× 54 cmの陸橋を挟んで左右対称で作られている。その先は調査区外へ進むため不

明である。平成 9年度出土時には、丸太柱の芯を残し一部割り取っているのは、水場を構成する

ためであったと推測された。転用材と称される所以である。同様に前述の小型高床柱に対して大

型高床柱と称され、今回ほぞ穴と報告する部分は貫穴、その他は装飾加工とみなされ、桜町遺跡

調査等検討委員である宮本長二郎東北工科大学教授は「神殿柱」である可能性を指摘された。小

矢部市教委としては推測の域を脱しないうえ、対応する柱穴が特定できないこと、高床建物の柱

とする根拠としては縦置きとするか横置きにするかについてもあいまいさを否めないことから、

出土状況をも鑑みて施設材と区分した。

30～ 32、 34は足場材である。31以外丸太材である。4本並べた状態で流路に即して水辺に設置

されていた。個々は両端を切断し長さ調整が行われている。このうち 30には一端部に25× 26 cm

の欠き込みが 1箇所施されている。

33と 278は水場の足場材である。33は径 24 cmの丸太材で両端切断されている。一端部は部分

的に残して年輪サンプルを採取した痕跡である。278は板目材で、一面には 6× 12 cm、 深さ 3 clll

の 2箇所の欠き込みがあり、断面はU字形を呈する。うち 1箇所は端部にかかるため、U字形の

立ちあがりが片方無い。

36は水場の木枠である。長側面を設置面にし、径 2～ 3 cmの細い杭で6ケ 所留めてあった。対

する長側面には、4× 10 clll、 深さ4.5 cmの ほぞ穴が 2箇所施されている。水場の機能に反映しな

い加工である。



37～ 39は水場の水流調整用の板である。37は柾目板、38,39は板目板である。石斧での板作り

は容易いことではなかったであろう。しかし両面とも丁寧に削られ、長辺短辺部ともに角が立っ

ている。面には年輪が現れており水流によって磨耗しながら削られた可能性が考えられる。

40～ 50、 279は長さ約 10m、 幅 3mの大きさで水辺に築かれた足場材である。大刻ヽ 400点以上の

木材で構成されていたが、このうち明瞭な加工痕が認められる12点を図化した。ほかは観察表のみで

報告する。樹種は大型の木材にはクリが多く、小型は様 で々ある。以下特質する木材につい怠 記述する。

40は残存長 381.6 cm、 径 16 cmの丸木材である。同側面上に 5× 6 cm、 深さ■5 cmの欠き込みが

2箇所施されている。

41は残存長 241 cm、 径約 10 cmの二股丸木材である。二股木部分の両先端と根元部には切断痕が

認められ、股部分には他材を受けていたと見られる痕跡が認められる。樹皮剥ぎは施されているが、

他には特質すべき加工痕は認められない。他の遺跡で検出される柱穴から、一般的な竪穴住居の

柱材のサイズに合致するものと考えられる。

42は残存長 220 cm、 径 33 clllの 半割材である。一面には3箇所のほぞ穴が穿かれている。穴の側

面や底面など全て平滑で丁寧に仕上げられており、3箇所はほぼ同じサイズで、幅 32 clllで、厚さ

18～ 15 clllの うち木裏側を3 cm残し、木表側は幅 9 clll、 厚さ4.5 cmの 陸橋部を残して創り抜かれて

いる。陸橋部の両端には約 2 clllの溝ができており、これは縄掛けの痕跡ではないかと考えられる。

両端部の一端は欠損しているようでそこから約 7 cmの部分から3箇所のほぞ穴が芯々で約 60 cmの

間隔で作られている。3箇所目から約 30 cm進んだ部分からもう一端部にかけての長さ約 60 cmは、

全体的に粗れており、この部分が埋設されていた可能性が考えられる。

45は残存長 132.4 cm、 幅 14.7 clllで 、一端部には径 4.5 cmの 突起部があり、平成 9年度の発掘調

査時には、ほぞとしていたが、今回報告するにあたり切断する際に残った部分である可能性が高

いと考えるものである。

47は残存長 228 cm、 幅 14.4 cmで偏半割材である。一端部から約 60 cm部分には現状では大きく

欠損し、接合も困難であるが、出土時には縄掛け用の目途穴があるとされていた。木材表面が粗れ

ており、現地では土によって保護している状態であったため、取上げ時には崩れて失ったものである。

49は残存長 134 cm、 幅 27.2 clllの 柾目板で、両端は欠損しているようである。一端部から約 20

cm進み、幅 27 cmの うち両端に 5 cm幅を残して、28× 15 cmの長方形のほぞ穴が木表側からあけら

れている。このほぞ穴からもう一端部にむかい、約 17 cmの長さで幅 27 cmいっぱいに削り込まれ

ているが、その先は欠損しており、全体形状は不明である。

51～ 57は水場構成材である。水場は流路に平行して4× 2.8mの長方形型に築かれている。大

小 90点以上の木材で構成されていたが、このうち明瞭な加工痕が認められる 7点を図版化した。

52、 53は残存長が違うものの、木表側に段やえぐり込みなどの加工が施されており、施設では

枠材の一部として使われていた。これは、後述するその他の加工材の 111と 同一材と見られ、そ

こで概要を説明する。

54は残存長 182 cm、 幅約 10 cmの断面が扇型の分割材である。一端部には先端部をゆるく尖らせ
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20 cmほ ど平坦面をつくった後、径 4 cmの くびれを両方向から削りだしている。後述するその他の

加工材の 131は先端部のみが残存している。

56、 57は残存長約 240 cmで、幅約 20 cmの板目板である。2本は平行に並べられて、組み合わさ

れて、水を引き込む菅のような役割を持っていたと見られる。56の一端部には 20× 15 clll、 厚さ 6 cm

の方形を作りだし残している。これに姑して 57の一端部には一辺が約 15 cmの三角柱状に削りだして

いる。両材の側面を立てに置き、前述 57の先端部から約 10 cm離し、同様の方向に 56の方形のつ

くりだし部分を置いて、平行に並べている。両材とも、もう一方の端部は幅約 15 cm、 厚さ約 12 cmの

板に削りだされている。57には板の側面に、90度の角度で幅 15 clll、 厚さ2 cmの板が一部残る。本

来は加工のある先端部から1.5mの長さで残っていたが、取上げ時に崩壊したため残らなかった。

58～ 63は、貯蔵穴の構成材である。基本的に穴の大きさに即して正方形に組まれた枠組みと蓋

材がある。このうち明瞭な加工痕や残存状態がよい遺物 6点を図版化した。ほかは観祭表のみで

報告する。貯蔵穴は樹皮そのものを使用し、他の材も樹皮が付いた状態であるものが多く、遺構

検出時は状態が良好であるが、取上げに際しては大型の木材でも崩壊するものが多かった。

63は残存長 56,7 cm、 幅 27.3 clllの板材で一部欠損している。一面は炭化しており、この面が貯蔵

穴の底面にされていた。災化させることで腐食を防いでいたものと見られる。

64～ 78は、水場構成材である。先端をある程度尖らせた分割材を地面に突き立てた状態で検出

した。これらの杭の間に挟まれるように長方形の板が長辺を設置面とした状態で出上した。流路

の中に築かれていることから、水場として機能していたとみられる。64～ 741よ残存長約42～ 82 clll、

径約 4～ 15 cmの芯去りの分割材である。先端は粗く削られて尖らせてある。

75は残存長 109 cm、 幅 39.6 clll、 厚さ 5.9 clllの板である。杭群の中で水流調整の役割を果たして

いたものと見られるが、両面とも平滑で削痕が認められ良好な状態である。一端部に施されてい

る扇型の曲線部の加工は、杭群に使用される前の状態の残部であると考えられるが不明である。

76～ 78は断面形状が板、先端は粗 く削られ厚さ約 3 clllと 薄くなっている。

C その他の加工材 (表 4・ 19、 第 39～ 77図、図版 31～ 73)

中期末以前では70点 (79～ 83、 945～ 1009)、 中期末～後期初頭では438点 (84～ 202、 うち

200～ 202は中出地区出土材である、626～ 944)、 後期末～晩期前葉は87点 (539～ 625)、 晩期

中葉は46(1010～ 1055)点出上している。このうち良好な状態の遺物を 124点は保存処理し図化

している。ほか 564点については、観察表で掲載する。各時期では、木口面に現れている木取り

から、九木材、半割材、分割材、板目材 (板 )、 紅目材 (板)に分類した。残存状態が悪く木口面

からの情報が明確でないものが多い。出土した材の 74%がクリであることから、放射組織によっ

て年輪が確認し難いのも一要因ではある。したがって全部ではないが専門家や専門機関に協力を

お願いした。それでも不明なものは観察表での記入を避けた。

79は、1万年前以前に湖沼堆積層が形成された後に発生した土石流の堆積し層を形成していく過程

で自生していた樹木の一部である。全体は根から幹、枝までが全体的に残っている自然木であると判

断したが、幹のこの部分にのみ明らかな加工痕があった。全体は出土状態が悪かったので、取り上げ
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は現状部分のみに留めた。周辺では縄文早期の押型文様がある土器が出土したが、堆積状況から木

材の時期決定はできない。16 cm× 12 clll、 深さ5 cmの欠き込みが施され、樹種はカエデ属である。

80は半径 18.3 cmと 推定され、残存高 18.3 cmの柱根である。約半分のみの残存であるが、樹芯部

に向かい剣 りぬいた痕跡が見受けられるが、全体に摩滅しており加工痕か自然に痩せたのか判別

できない。底面には伐採痕が認められ、樹種がクリであることから柱根とした。

83は、土石流層に流された状態で出土した。断面形状から板目材である。芯を年輪に沿って抜

いてあり溝ができている。これをもって樋のように使用したかは、出土状況と照らしても考え難い。

84、 85は二股材である。Y字材と称され当遺跡でもその使用方法などが大変注目された材である。

2本は大きさや加工が酷似している。根元から二股の先端までは251.6 cmと 260 clll。 二股の間は芯々

で約 90 cmあ り、幹は約 30 cmの丸木、樹種はクリである。根元は水平に切断され、幹から二股に

分岐する部分でやや反っている。この反りの内側になる側に丁寧な削り加工が施され、平らな面

を作っている。この削りは二股木の先端まで続く。両先端部は水平に切断され、12× 6 cmで深さ

6 cmの久き込みがあり、ほかの材木が当たった痕跡は認められない。また 2本とも反りの反対側に

は樹皮を剥いだ際にのこる削痕が顕著に残る。しかし、径 1～ 8 clllの大小の節が 84で 7箇所,85

で 8箇所があり、節は枝払いはしてあるものの突起部分は除去していない。よって使用法の一案

である権型木製品の「修羅」のような擦痕は認められない。また、85の根元部分がやや細くなっ

ているが、削痕によるものである。東北工科芸術大学の宮本長二郎氏は、この部分が埋土され二

股木の先端を上に向け立てていたと述べられたが、埋設により痩せたとはいえない。よって立て

られていた可能性は少ない。対して 84の根元部分には樹皮を剥ぐ際にできた痕跡が認められる。

86～ 95は丸木材に区分した 10点である。86に は両端に芯部の切り残し痕が残る。88は一先端

に伐採時の痕跡が顕著に残り、この痕跡より枝幹材であったと判る。

94～ 96(96は後述する半割材に区分)は、平安時代の流路が、下層にある縄文時代の包含層に

達している層位で並べてまとめてあった木材群である。残存長は約 2,7～ 3.4 cm、 径約 15 cmの丸

太材 2点と半割材である。

96～ 110半割材に区分した 14点である。97は木表側の弧を削り平坦にしようとしている。両

側面は明瞭ではないが削痕が認められ、先端部には切断痕が、もう一方には欠き込みが認められる。

98～ 107は割り面には特に加工痕が認められないが、片もしくは両端部に切断痕が認められる。

101は、出土時には割り面を上面に検出し、周辺には割った一部がつぶれたクルミのわずかな集積

と敲石 1点が出土した。裏面となる木表側はやや扁平に潰れているのに対し、木裏側は年輪が潰

れ明瞭ではないが窪みが認められる。出土状況と木材の状態から「調理台」としての役割、つま

り石皿のように使用していたのではないかと考えている。片端部には切断痕が、もう一方は樹芯

部が切り残されている。

108は径約 45 clllの 偏半害J材である。木裏狽1に は、割ったというよりも樹芯部を残し削りとった

ようで節も削ってある。木表側は一部を残し斜めに削り平坦面をつくっている。横断からみると

楔状である。両端部は欠損もしくは雑に切り取ったような痕跡がみえる。
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109は年輪の若い外狽I部分でいわゆる辺材であるが、径は 36 cmの 丸木材が想定される。注目し

ているのは、片端部に短辺の両端が突起状に残 りそこから角部分を丸く削っている部分である。

推定ではあるが、突起状がもう少し延び反転しておなじような形状がつくられていた場合、ほぞ

穴であった可能性が考えられる。

110は辺材部分ある。短辺の片端部に切断痕があるもう一方は残存状態がよくない。割り面には

削痕による多少の起伏がみられる。これは割った際に残った部分を除去した痕ではないかと考え

られる。木表側は樹皮が剥いである以外に特に加工は観察できない。

lll～ 155は 分割材に区分した 45点である。これを便宜上、以下の 3つのグループにわけた。

ひとつは加工痕が顕著であるものや丸木に対して分割面積が大きいもので lll～ 125を 当ててい

る。ふたつは木口が三角形を呈している、いわゆるミカン割材で 126～ 136を 当てている。みっ

つはミカン割材の一部を除去し木口が四角形を呈し、いわゅる角材になるもので 137～ 155を当

てている。以上は残存形状からの主観的な決めごとであることや、木材の形状が複雑であるもの

があるので、専門的な見地からは誤りである場合がある。ご容赦願いたい。

111は木口からは分割材であるが一部板状になっている。木裏側は割ったというより自然に割け

たのではないかと思われる。この木材については自生していた根部分を意識して加工を施してい

る。先端部は三角形を呈し頂点は尖らせてあり、径 5～ 10 clllの精円状の久き込みが 7箇所で深さ

は 3～ 5 cm程度。幅 10.2 cmの帯状の段が作られている。この分割材は流路にひっかかるように出

土している。この流路の上流部にあたる近接地では、水場施設を検出している。その構成材の 2

点の木材が非常に類似している。施設材で報告した 52、 53である。3点は接合できなかったが同じ

ように幹の根元部に欠き込みや段などが施されている。おそらく同材であると思われる。その場合、

根元部を上部とし、そこに加工のある柱材が想定される。この柱材と非常に類似した材が北海道

の忍路土場遺跡で出土している。横木を受ける柱ではないかと考えられている。1998年 度に出土

した際に特異な形状や加工から「彫刻柱」と称した材である。現状では柱材とはいえないが、欠

き込みや段は、柱材であっても装飾の意味合いをもつかもしれない。

112の木裏側は割ったままである。端部は一端に半円形を呈しているが、その形状に道具を使っ

た痕跡は認められない。両端は欠損している。ほぼ中央部に木表側からあけられた径約 10 cmの穴

があり、ほぞ穴の可能性が考えられる。

113は木口からは、分割材であるが一部板状である。板状の先端部から84 clll部分に幅 16 cmで木

裏側を 0,7 clll残 して、木表側には幅 4.5 cm、 厚さ0.5 clllの陸橋部を残して到りぬいている。この陸

橋部下の穴は高さ約 3 clllと 小さく、その意図する効果は疑間であるため、この以前に使用されて

いた状況で施された加工である可能性が高い。一端部は分割材状で、先端から105 cmま で 10× 6.5

cmの断面方形を呈す。端部から12.4 cm部分は幅はやや膨らみグリップエンド状となる。1997年度

の出土時には板状部分にある加工を「ワタリアゴ仕口」としていたが、その後 2001年度に「貫穴

がある材」として訂正した。今回の本報告では厳密にはほぞ穴として報告する。

l15、 116は 芯去りの板目の材である。木表側は樹皮剥ぎ以外に加工は認められない。両端部は
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切断してある。

118は長辺の一側面全体がはつられてゆるくカーブを描く。一端部は切断されているが、もう一

方は欠損している。

120は木表側の円弧部が抜かれゆるく溝ができている。木裏側には芯部が残り、両端部は欠損し

ている。

121、 122は全体的に摩滅し、両端部は欠損している。123～ 125は一端もしくは両端に切断痕

が確認できる。

126～ 130、 132～ 136は一端および両端部に切断痕が確認できる。分割面には割った以外の加

工は認められないが、樹皮は剥いである。

131は分割面には特に加工はないが、先端部をゆるく尖らせ 10 cmほ ど平坦面をつくった後、くびれ

を削りだしている。木口は 7X8cmの扇形となる。施設材に区分した 54の先端部にも類似した加工

がある。この 2点は残存長も大幅に違うが、54のような長さがあれば、くびれ部分は別の柱材や横材

に引っ掛ける役目を持つものではないかと考えられる。他の遺跡での類似品を探している。

137～ 1511よ木口の形状から角材状になるものである。扇形に分割後、木表木裏側ともに角面を

割るもしくは削るなどが行われている。割るには年輪に沿って剥がしている部分もいくつか認め

られる。139、 140、 142、 146、 151な どがそれに当たる。端部は欠損しているものが多いが、先端

部を尖らせたものや、細 くなっているものがある。137、 139、 143、 145、 149、 151が該当する。

152～ 155は木口が三角形状である。ミカン割り材との違いは木表側を弧の部分を割り平坦面を

つくっていることである。片端の先端は尖っている。

137～ 155の 出土状況は木材の集積であったり流木であったりするものであるが、杭としての機

能があった可能性が高い。

156～ 1771よ板目板 (材)に区分した 22点の遺物である。

156～ 158は年輪に沿って割いてある。樹種はスギ。今回実測図や写真図版にて掲載するのは残

存長が長いものを 3点選抜した。ほか 161点の団体数がある。合わせて 164点について厚さ、幅

を計測したものを点グラフにて以下のとおりまとめた。 (第 7図)割 くという手法では、厚さは 0.6

～ ■8 cm、 幅 3～ 4 cmが平均的で   1.4
ある。割いた面は多少の起伏があ   1.2
るもののささくれた状態のものは    1
ない。クリ材の場合は割ったあと

 厚
0・ 8

で邪魔な部分を除去するために さ o.6

削った痕がみられるが、このスギ (Cm)0.4

の板材 164点について削痕は認め   0・ 2

られなかった。金属製の道具が出    0よ
~~~市 ~~~す ~~下

デ

~~瓦
声
~~真
戸
~~亮

現した後も、細 く薄い板材を要し
幅 (cm)

た場合、針葉樹などの放射組織が     第7図 スギ薄い板材の幅。厚さ分布図 (164点分)
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複雑でない材種では割いて調達した可能性はある。しかし縄文時代以降の加工材については建築

部材などの大型材や多種に分類された木製品を中心に報告され、単に切断したり割ったりなどの

木材については報告例が少ない。

159～ 161は年輪に沿って割った材である。とくに159は両面ともやや摩減しているが木表側に

は潰れている。両端部は欠損しているが、長辺の一側辺には、はつられてゆるいカーブが認めら

れる。このカーブには別の材が当てられたような痕跡は確認できない。

162～ 170は両面とも分割した後、木表木裏側を削りとって平坦面を作っている。端部は片およ

び両端に切断痕が認められる。幅が 10～ 25 cmあ り、厚さは2.3～ 10.l cmと ある。

171、 173～ 177は前述の 162～ 170と 同様な加工であるが、側辺部が割るもしくは切断されて

いるが、明瞭な角は作られていない。

172は先端部にむかいやや薄く削られている。先端部は一側辺が斜めに切り取られ、バターナイ

フのような形状で、その部分は先端から片面にかけて炭化している。もう一方の端部は欠損して

いるが径約 8 cmの棒状になる。この棒状を柄と仮定するならば、火を扱う作業につかう道具の可

能性も考えられる。177の先端部には同様の切り取り途中の加工痕がみられるが、もう一方の端部

は切断痕か欠損か断定できない。

178～ 199は紅目板 (材)に区分した 21点の遺物である。

178は片面に段が 3箇所作 りだされている。3箇所間隔を段の頂点の芯々で測ると約30 cmである。

板の厚さは約 8 clllであるが、2箇所の段の間には約 4 cmの深さまで掘り込んである。この裏面は平

坦である。両端部は欠損しており、全体形は不明である。

179は 178と 同様に片面に段が 3箇所作られている。違いは段と段の間に明瞭なカーブがあるこ

とである。このカーブを他の木材を当てるためのものであると仮定した場合、径 65 clll程度ある円

状の外形線に当たる。両端部が欠損しているため、全休形が不明である。

180,181、 185、 188は先端部に面ができている。前述の 172,177のように片刃のような形状である。

181はその部分が片面だけ炭化している。もう一方の端部は欠損か先に延びるのか判断できなかった。

182は両端が欠損しているが、両面や両側辺部は削ってあり角やカーブがつくられている。

183、 184、 186、 187、 189は片端や両端部が久損している。両辺に角ができているものも認めら

れる。両面には削痕が認められるものがある。

190～ 194は両面とも丁寧に削られている。両側辺部には角面ができている。両端は一部分欠損

しているが、190や 193はほぼ完形であろう。

195は全体的に摩滅し、面の中央部分が欠損しており、片面は炭化している。両側辺部は削られ

て角面ができている。両端部はこれでほぼ完結しているであろう。

196、 197、 199は分割材に分類できるが板材に分類した。端部がゆるやかであるが尖らせてある。

198は先端部や側辺部に面がある。長辺の側辺部ははつられ、ゆるやかにカーブしている。

200～ 202は中出地区から出土した遺物で、分割材に区分する。両端部は一部分に欠損があるが、

ほぼ完形品であろう。先端部はまるく尖らせてあるため、施設材にあった杭状の木材と同種ものであろう。
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2器 具 材

中期末以前では 2点 (203、 204)、 中期末～後期初頭では 65点 (205～ 269、 ただし264は他 17

点・269は 16点 を個体数としている。)、 後期末～晩期前葉は 5点 (270～ 274)、 縄文時代以降は

3点 (275～ 277)出上している。合計 75点の遺物について保存処理後に図化し今回報告している。

器具材は、第Ⅱ章でも述べたように完成形が想定できるものから、12種類に区分した。使用樹種

は製品ごとに適材種を使用している。造作材のように突出してクリではなく、出土点数に応じて

いる。保存処理後に観察したことによって、その他の加工材と同様に残存状態が悪いというより

木口面が小面積で情報が明確でないものが多い。したがって全部ではないが専門家や専門機関に

協力をお願いした。それでも不明なものは観察表での記入を避けた。

A 石斧柄 (表 5、 第 78～ 82図、図版 74～ 79)

205～ 2231ま欠損しているが完成形が想定できること、枝幹材を使用していること、同時期出上の

他の遺跡で類似品が出土していることなどから石斧柄とした。全て組み合わせ式の膝柄である。組

み合わせ方法は、石斧刃を縦方向に置き、作り出した板に石斧の基部を当て、両側面と上面から3方

向から別材の留め具で押さえ縄などの紐状品で縛るものである。このような状態で1996年 に新潟県

の大武遺跡で出土している。この方法であれば長さや幅が違う石斧を装着できる。当遺跡では同じ

中期末～後期初頭の時期に比定できる磨製石斧は、長さ8～ 15cmの 中・大型でほぼ長方形の定角式

が多く出土している。樹種はヤブツバキやミズキなどの硬い樹種が使用されている。枝幹材を利用し

枝を柄の部分に、幹を斧台部として加工している。柄は基本的に原木のままで使用し、樹皮剥ぎが

おこなわれている。先端部のみ切断し長さ調整をしている。斧台部は枝から続く幹部分を削りだして

いる。加工の程度から欠損しているものも含め完成品(205～ 215)と 未成品(216～ 223)にわける。

なお、完成品に欠損品が多いのは使用されていたためであろう。欠損は、柄の握り部分が欠損する

ものが多いが、斧台の欠損の仕方には2通りある。ひとつは、斧台の当て板部分との境目で縦に割

れているもの(20K208)も うひとつは同じく斧台の中心から上下で割れているもの(209)がある。

※205について 1998年度刊行 小矢都市・小矢部市観光協会出版「桜町遺跡」の 33頁掲載の 5は、206に 205の斧台と柄の部
分を反転させ合成した図面である。1997年度に出土した石斧柄は5点あるが、完形品はなかった。そこで斧柄部分を想定するため
に1988年度に出上した 205か ら合成した。その際に図版に復元部分について示すべきであったし、注釈するべきであった。本報
告で訂正する。

205は完成品の完形品である。斧台には小型の道具での加工痕が明瞭に認められる。石斧を装着

する部分は 5 cm、 留め具を当てる板状部分は 9 clllである。先端部には縄などを掛ける突起状の作

り出しがある。握 り部は 57.6 cm、 径 2.8 cmで樹皮は剥いである。先端部は切断されている。

206～ 208は斧台部から留め具を当てる板材から先端部にかけて久損している。208に は柄部が

残存する。すべて 205と 同様の形状であったと推定される。

209は斧台の上部半分と縄掛け部分、柄の端部が欠損している。

210、 213は摩滅しているが小型の石斧柄である。斧台の留め具を当てる板の一部は認められるが、

そこから先端部にかけて欠損している。斧台から柄に続 く部分がわずかに残っている。

211は摩滅し柄部分は欠損している。斧台については留め具を当てる板が一部欠けているが、縄
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掛けの突起も認められる。

212は斧台の縄掛け部と柄が欠損しているが小型石斧柄である。ほぼ完形品であろう。

214は斧台のみである。留め具を当てる板はほぼ完存し、縄掛けの突起部分は欠損している。一部

炭化しているが、製品として使用していた後に何等かの火を受けたものと思われる。柄は欠損している。

216～ 219は斧台となる幹部分のみが残存している。幹径は 7～ 9 cm。 制作過程として台基部か

らある程度を形成し、その後で縄掛けや留め具を当てる板をつくられることが推測できる。219も

同様の制作過程であろう。柄が残存している。

220は斧台のみが残存しているが、幹が縦に半分程度割れている。制作過程での欠損であろう。

221は斧台の留め具を当てる板を作りだし、台基部を作成中に柄も供に欠損したものと考えられ

る。斧台先端は切断のみが施されている。

222は斧台となる幹部分のみ残存。斧台先端が切断され、台基部はやや削り痕が認められる。

223は素材のままで樹皮が付いている。斧台となる幹部分が他の未成品と比べて小ぶりであるが、

完成品を推定するとかなり小型であると思われる。

B 石斧留め具 (表 6、 第 83・ 102図、図版 80。 99)

224～ 226は中期末～後期初頭、273は後期末～晩期前葉に属する。他の遺跡で出土例があること、

欠損部分はあるが、完成形が組合わせ式石斧柄の留め具としての形態が想定できること、273では

縄掛け部分に繊維体が残存していたことなどから、石斧柄の留め具とした。

224は片端が欠損している。石斧柄の当て板と触れる部分はほぼ偏平であるが、石斧と接触する部

分はゆるくカーブしている。このカーブする側が石斧装着時に前方部になる。残存する端部には端から

2 cm余りを残して削り込まれ、縄ないし紐などを梨ける引っ掛け部分であったものであろう。失った端

部に向かい幅は狭くなる。また 226は摩減し残存状態が良くないが、同様の形態が認められる。

これらに対し225は完形品である。片面は両端部を縄掛けのために先端から約 1.5～ 2 clllを残して

後は平らに削られている。端部の形状は片方の幅がやや細くなっているが、こちらが前方部となる。そ

の裏側は石斧の当て板や石斧と触れる面部分はほぼ水平で、使用回数が少ない可能性が考えられる。

273はほぼ完形品である。前述の中期の遺物と比べ約 2倍の大きさがある。形状は、石斧柄と触

れる面は偏平であるのは同様であるが、緊縛固定のための加工にはやや違いが認められる。中期

は縄か紐掛けのために単に引っかかりを削り出してあったのに対し、晩期は前方部となる側に、

幅 2.5 cm程度の溝状の削りこみが施されている。後方部となる側は、先端を丸く尖らせ、突起状に

作りだしている。その窪みには繊維体が付着していた。裏側面は水平部分からゆるくカーブする。

C 楔 (表 7、 第 83図、図版 80)

228は、頭部を打ちつけられた痕跡と形状から楔とした。片端は先端部を薄く尖らせ、もう一方

は先端部が径約 2 cmの 円形で敲打され潰れており径 2.l llullの石がめり込んでいる。これに対して

227は中央部が約 2 cmの厚みがあるが両先端部に向い約 1/3程度薄くなり、両先端部に打ちつけた

痕跡が認められない。形状から材と材の隙間に差し込む使用法が想定され、現状では楔状木製品

に留める。いずれも完成品で完形品であると考えられる。楔は木を分割するために欠かせない道
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具であるが、完成品であっても小型製品であるため、実際に使用しているものであればあるほど、

形状は劣化し残 り難い遺物と考えられる。

D 堀棒 (表 8、 第 84・ 85図、図版 81・ 82)

229～ 233は、先端部に潰れたような痕跡と形状から堀棒とした。5点はすべて完成品である。

229、 230は完形品で、いずれにも先を細く尖らせた先端部と先に向いうすく扁平に削った先端部

がついている。尖らせた先端部では地面を突いて上をほぐし、扁平な先端部で土を掘ったと考え

られる。229は実際に使用していたものか両先端部が潰れている。

E 鋤状木製品 (表 9、 第 86・ 87図、図版 83・ 84)

234～ 2371よ、残存する形状から土堀道具である鋤状木製品とした。使用痕は明確ではない。

234、 235は完成品の欠損品、236、 237は未成品である。

234は、鋤の身部から柄にかけて残存する。そのうち刃にあたる部分半分と先端部を失っている。

柄はほぼ円形で、径約3cm。 身から続く部分が一番広く幅5.2cmあ る。刃部は先端部にむかいやや

内湾し、厚さ約511ullと 薄く削られている。

235は、鋤の身部のみが残存。厚さは約lc皿の板状。柄に続く付け根を中心にし、身の天端の両

側に向い斜めにカーブする。この部分は現代にあるスコップにも通じ、足を掛けたりなどしている。

そこから先端にかけてはほぼ真直ぐ伸びている。先端部はやや潰れている。両側辺はやや薄く削

られている。

236は未成品であるがほぼ全体が残存する。柄はやや角が残るが径約3cmと なろう。身は厚さ3.8

cmの板状で片面中央部には、7× 8.5cmの 長方形に削られ窪んでいる。先端部は斜めになるよう削

られている。

237は鋤状木製品として、身部であるか柄の持ち手でグッリプエンド部分であるか判別し難い。

図版等では身部であるように配置した。

F 削りだし棒材 (表 10、 第 88。 103図、図版 85。 100)

238～ 241は中期初頭～後期初頭、275～ 277は縄文時代以降の古墳時代に属する。残存する形

状と加工から削りだし棒材とした。両端もしくは片端部が欠損しているが、7点とも完成品であろ

う。径は約 2 cm程で、断面形状は円形、半円形、精円である。

275は、先端部に施された加工から木弓の可能性が高い。弓とした場合、弼となる端部には弦か

け溝が作られているが、棒樋は切られてはいない。

G 弓 (表 11、 第 89・ 90図、図版 86)

242は、完成品で、両端から弓幹までほぼ全体の約2/3が残存する。全長は推定約177clll、 径約2

cmで、樹種はニシキギの削りだされた木弓である。両端の引には弦かけ溝が作られている。弓腹中央

には両引の弦かけ溝まで、棒樋が切られている。弓幹には1～ 4cmの長さで、繊維状の糸か紐が丁寧

に巻き付けてあることが確認出来る。漆分析の結果、全外に茶黒色の漆が塗布されているが、この

部分は特に厚いことが判明した。実用品であるとしたら、矢を当てる箇所は決し争 箇所ではないと思

われ、強化したものとも考えられる。しかし、5箇所あることを考慮すると飾り弓である可能性が高い。
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H 割りもの (表 12、 第 77・ 91韓 5図、図版 73・ 87～ 91)

203、 204は中期末以前、243～ 254は中期末～後期初頭に属する。残存形態と加工から到 りも

のとした。254を除き完成品である。

203、 204は土石流層から出土した小片で、かなり残存状態が悪く摩滅している。割 りものとし

たのは両面に削った痕跡がわずかであるが認められること、断面から観察すると先端部から面に

かけてゆるやかに内湾していることから、器の口縁部と判断した。

243は、体部の側面に把手が付 く。ほぼ完形品である。高さは 6.7 cmで、底部の内底面は平坦で、

外面はゆるやかに丸みが作 られ、口縁部は体部肩から外反する。日縁の平面形は径 17× 19 cm

の楕円形を呈す。底部には幅約 3 cmの帯状の作り出しが施され、一見、目玉のような模様である。

内面と、外面の口縁部と底部の作 り出しに、ベンガラ漆が塗布されている。把手の両基部の付

け根は、断面方形で幅約 3.4 cm、 そこから握り部は幅約 2 cm× 厚さ約 1.2 cmを測り、ほぼ円形を

呈している。

244は完成品であるが、縦割れした口縁部の約 1/2のみが残存する。残存高は約 10 clllで、口唇

部にかけてやや内湾し、端部は水平である。そこに約 4 cm幅の注口が作りだされた片口の容器と

推測している。片口の基部から端部には2 cm幅の帯を浮き彫りしている。厚さはほぼ一定であるが、

片口部分のみ若干肥厚する。内タト面ともに丁寧に磨かれ、ベンガラ漆が塗布されている。

245は、高杯と推測している。完成品とみられるが、軸部は無く、裾広がりした脚部のみ 3/4

程度残存している。復元径は 22 cmで ある。内面は到 り抜いてあるが、欠損しているので形状は不

明である。底面は水平である。厚さは約■7 cm、 裾部でやや肥厚する。外面には裾部に向い縦方向

に約 2 cm幅の帯状の彫りこみが施され、黒色とベンガラ漆が交互に塗布されている。また裾端部 5

111111幅でベンガラ漆が続っていたと推測される。

246～ 251は、月ヽ破片であるが主に外面に赤色漆が塗布されており、完成品の欠損品ではあるが、

残存形状から容器であろうと推測できる。厚さは2～ 5 1mnである。247は外側が炭化しているが 2

次的なものであろう。249は内外面や側面にベンガラ漆が塗布されており、高杯の脚部の可能性も

あるが、小破片であるため判然としない。

252、 253は大型容器の可能性が考えられる。各々両面とも厚さ約■5～ 2.5 clllで平らである。削

りは丁寧である。253は、一側面の端部が水平に削られており、ここが立ち上がる面であった可能

性もある。図面では表現しきれなかったが、片面の中央部分で炭化しており、l clll程度の円形の炭

化痕が 6箇所認められる。二次的に火起しの台として使用した可能性が考えられる。また、252と

253は板目板で木目の流れが似ていること、樹種がトチノキで同じである事などから、接合点はな

いが同一材であるかもしれない。

254は、鉢形容器の未成品である。樹種はトチノキで、木の節もしくはコブ部分を利用し深さを

得ようとしているとみられる。外面は粗 く削りある程度の丸みをつくっている。内面は所々に炭

化痕が残るが、丁寧に削っている。変形した楕円を呈す身の頂部に把手状の張り出しが 1箇所ある。

この部分はそのまま↓巴手となるか、片口となるのかはわからない。
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I 不明漆塗製品 (表 13、 第 95図、図版 92)

255は、残存形状や加工などから完成品であるが不明品とした。材質は不明であるが、植物の表

皮を利用したものであると推測され、表面に漆が塗布されている。本来ならば、繊維製品に入れ

るものであろうが、出土当時は弓引の可能性も示唆されていたため、器具材に入れた。端部の始

末がされていないことから、完形品の状態が仮定できない。漆の塗膜分析結果より、朱漆である

ことが判明した。他に赤色漆が塗布された製品はあるが、判明しているものは全てベンガラである。

唯一、朱が用いられているこの製品のもつ意味は興味深い。当遺跡調査等検討委員会の鈴木、山

田両委員は、酷巴手」の可能性をご指導頂いたが、不明品とした。

」 素材 (表 14、 第 96～ 100図、図版 98～ 97)

256～ 269は、採取時に切 り取られた、もしくは折取られたような状態が端部に残る。長さは約

50～ 121 cm、 径は約 0.6～ 3.3 cmで、均一的なものではない。表皮は、一部残っているものもある

が、ほとんどのものが剥かれている。形状は256～ 263が曲棒状、264～ 269は直棒状である。断

面形態は、丸木で一部半割のものがある。264と 269以外は全て、単独で方々から出土している。

出土当時は、曲棒状の 2本を組み合わせて、タモの輪として使用したものと推測されたが、端部

に縛ったり巻きつけたりした痕跡は認められない。さらに残存状態が整っており、採取時や表皮

剥き以外に顕著な加工が施されておらず、使用後の製品とも認められない。以上のことから素材

と位置付けた。

K 櫛 (表 15、 第 101図、図版 98)

270～ 272は、後期末～晩期前葉に属する。同時期の他の遺跡からの出土も多く、残存率や状態

が悪いものがあるが、櫛とした。3点 とも結歯式である。漆の塗膜分析では、全面をベンガラ入り

漆を塗布されていることと判明したが、材質については分析をしたが判らなかった。271は無加飾

であるが、272は中央部に透かし彫り、歯の結合部分には幅 2～ 41111nの 2～ 3条の沈線で加飾され

ている。頂部には2本の角状の作り出しがあったものと推測できる。歯は 16本あったことが認め

られるが、全て失っている。

L 網錘状木製品 (表 16、 第 102図、図版 99)

274は、後期末～晩期前葉に属する。木表側には樹皮がほぼ全面に残り、木裏側は平らに削られ

ている。一端には、先端部を 2.5 cm程度残して木表側に溝状に削り、丸く作りだしている。この形

状から編錘の可能性は高いが、名古屋大学渡辺誠名誉教授のご指摘やご指導を受け、同時期の他

遺跡での出土例や、平安時代より以前には類例がないことより、現状では編錘状木製品に留める。
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第Ⅳ章 繊維製品
概 要

桜町遺跡では、出土した繊維製品は実際に使用されていたと考えられ、水辺に部分的に残った断

片であるものがほとんどであるため、本来の形状は不明確である。さらに取り上げ後は劣化し崩壊

する遺物も多く、今回提示する総点数は、保存処理前に図化できたもの、水浸け保管しているもの、

保存え理したものなど、何等かの形で提示できる遺物を対象としてカウントした。総点数は54点であ

る。基本的なことは観察表で示し、図示した遺物について観察表で表記しきれないことについて記述

していく。写真図版は前述のとおり取り上げ後の状態が悪く、出土状況写真6点、遺物写真1点のみ

の掲載となった。

一般的に「編む・組む」の技法によるものをザルやカゴと呼称しているが、明確な定義は無いに等し

い。したがって、桜町遺跡から出土した繊維製品についても、各種書面および公的な場において、

ザル・カゴと固有名詞で示しているが、感覚的な口縁部の開口具合によるものである。

そこで今回報告するにあたり、繊維製品について3種類に分類した。各点数は以下のとおりである。

木を細長く割いて柔軟性を持たせたものや樹皮、植物の繊維体などを編む。組むの手法で平面や立

体物をつくりだすものを「カゴ類」とし46点、繊維体を撚るおよび撚ったものを絢ったものを「縄」とし7点、

繊維体であるもの「糸」として1点である。時期については、全て出土状況や共伴する遺物より縄文時

代中期末～後期初頭に帰属するものと考えられる。

材質同定については、東北大学鈴木三男教授が監修のもと、(財)元興寺文化財研究所の井上美知

子氏に依頼し、詳細は〔総括編 2007〕 にて掲載している。なお、縄文土器底部に残る繊維製品等の

圧痕については、中田節子氏に依頼し〔総括編 2007〕 にて概要を報告している。

遺物について

A カゴ類 (表 20、 第104～ 110図、図版101)

観察表にて示す材質の「タテ」は、骨組みの基本となり動きのない材料を指し、これに対して「ヨコ」

は骨組みに絡んで動く材料を指している。「縁部」は、細長い材に、主に樹皮を巻いたものを指す。

「縁部」と「タテ」「ヨコ」が組み合わされたものから、残存する部位を判定した。しかし、全外形状

がわかる遺物は2点のみであり、その他は口縁部または体部と記した。材質同定については全て鑑

定したが、判明したものは観察表に示した。

1は底部となるであろう中央部分を失っているが、口縁部から底部にかけてゆるやかに湾曲してお

り、全体形がわかる。部分的に残存する日縁部は木片若しくは細枝3～ 4本を、711ull幅の樹皮で螺旋

状に巻きつけたものを1本の束とし、この束を2本並べて縁部としている。樹皮を螺旋状に巻きつける

方向が斜めに整っているのは、樹皮を幹から剥ぐ際に付いた癖を利用していると考えられる。体部

はもじり編みの技法で、タテ・ヨコともに1本で、 511ull間隔に直線状に並ぶタテ各1本に対して、ヨコは

lcm間隔の1本で捩っている。体部から口縁の間は、ヨコだけで編み込み繋がる。

2は部分的に欠損しているが、口縁部から底部まで残る。全体的に扁平で、土圧で潰れたものか

つ
０
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どうか、もしくは本来の形状であるかは不明である。日縁とみられる部分は、円周の3/4程度が残

存する。木片若しくは細枝5本を束ね、全周ではなく2～ 3cm間隔で同様の材質を使い巻き留めている。

この巻き束ねたもの同士を、更に幅311ull程の樹皮若しくは同様の材質で巻き留めて一周している。体

部は、底部中央よリタテを放射状にひろげ、ヨコで捩り円を描き、口縁へ編み込んでいる。

3～ 5は口縁部より体部がわずかに残存する。口縁部は、木片若しくは細枝数本を束ね、樹皮

若しくは同様の材質で巻き留めている。体部は一定間隔のタテに、ヨコは 1本から2本でかがり

捩る。

6～ 17は もじり編みの体部のみが残存する。一定間隔のタテに、ヨコは1本から多くて3本かがり捩

る。またこのヨコの間隔は、狭く詰めているもの、それに比べて開いているものがあり、用途に応じ

て作り分けていたのであろう。しかしながらこの間隔は一定であるものがほとんどであるが、6や 10

のように部分的に詰めた箇所、7のようにヨコだけで編み込む箇所がある。71ま 口縁部と体部とを繋げ

る技法であると考えられる。

18～ 22は網代編みである。このうち18～ 201ま 口縁部と体部が、それ以外は体部のみが残存する。

木片もしくは細枝を樹皮で巻き留めた口縁部に、「1超え1潜り2送り」で繋がる。19と 20の 口縁部は、

体部と同質の材を使用して作製しているようであるが、それぞれ体部からのタテから「2超え2潜り1

送り」、「 1超え1潜り1送り」繁がっている。

23～ 271よ 口縁部もしくは、持ち手などの用途を考えさせるが、使用方法は不明である。231ま木片

若しくは細枝5～ 6本を束ね、幅6BIn程度の樹皮で巻き留めたものが、4重位にまとめられている。直

線にすると40cmを超える。24～ 26は 23と同様の作りであるが、241こは、これを2重にし樹皮で留め

ている部分がある。なお、中央には網代編みの体部があるが、本来の位置は留めていない。26に

も2重にした部分のみが残存している。27は樹皮のみが残存している。

28～ 421よ残存状態が悪く、図版等は掲載できない。

B 縄 (表 20、 図版102)

縄とした遺物は7本あるが、全て断片である。このうち状態が良いものを3点の写真図版掲載した。

なお、材質については同定した結果、不明であった。431よ繊維体を右に撚り、それを輪にしていた

のか半円状に残存している。撚りは緩んだものか、繊維体が10数本確認できる。45は 8～ 12本の繊

維体を右撚りにしたものを、結んだ部分のみが残存する。この結び方は「本結び」と呼ばれ、現代で

も使われている。46は 7～ 10本の繊維体を右撚りにし、それ同士を左に撚り合わせた全長約12cmの

直状である。出上した縄は7本あるが、46は 断片であるにも関わらず緩んではいない。

C 糸 (表 20、 図版102)

糸は断片で3点ある。繊維体を数本重ね合わせたものを、ベンガラ漆で塗り固め、各々太さ約1.5

111111～ 2.511111、 長さ約1.2～ 1.411ullの大きさである。3点は接合できないが、大きさや仕様から同一個

体と考えられる。全国で13例 目となる出土である。
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第V章 植物
概 要

今回報告する遺物は、ヒョウタン2点とコゴミ1点である。時期については、3点とも出土状況および

共伴する遺物から縄文時代中期末～後期初頭に属するものと考えられる。他に出上したクリ、 トチ、コ

ナラなどの堅果類などの植物遺外については、古代の森研究舎の吉川純子氏に依頼し〔総括編 2007J

にて報告する。

遺物について (図版 103)

1は顎部より蔓につながる果梗付着部が切断されており、その下につづく果皮部は最大径 7.8 cmで球

形を呈し、壺のような容器と比喩できる。中身はきれいに久き出され、欠損部分からその作業痕跡が認

められる。水辺に設置された構成材とする大型材の下から出土した状況から、水場での作業に使用して

いたものと考えられる。

2は果皮部のみが残存する。果皮の上部に掛けて切断されており、椀型容器のように最大径6.7cmの

球形を呈している。やはり中身は欠き出されている。土坑内に開口部を上にした状態で置かれていた。

使用方法は不明であるが、器としての様相が伺える。

3はコゴミと呼称しているが、正式にはクサソテツであると同定された。長さは約 6 cmで先端部が渦

を巻いている。水辺で水量が減少した時期に、クルミや他の種子と固まった状態で岸に埋まったものと

見られる。収穫時期が違うが食用となるクルミと出上したことから、食用に採取されたものと考えられる。

平成 9年度に出土した際に、分析依頼した結果報告を以下に掲載する。

報告文

小矢部市桜町遺跡出上のシダ類の幼体は、クサソテツ (Matteuccia struthiopter is(L。 )

T odaro)と 考えられる。シダ類の幼体は基本的には「ゼンマイ状」にまくものが多い。その中でも

ゼンマイ(Osmunda iaponica T hunb.)は 、茎に鱗片が発達しないので、ゼンマイではない。

今回のものは、全体の形状や茎に鱗片があること、断面の形態などから、クサソテツと考えられる。

随伴する種子化石がトチノキやミズキ、アメガシワなどであることや、遺跡の立地から考えると、シ

ダ植物が生育していた環境としては、開けた人里と森の境界にあたり、沢沿いの湿った日当たりのよ

い林縁部のような環境が想定できる。クサソテツはこのような環境に好んで生育することから、生育

環境としても調和的であるといえる。

クサソテツは別名コゴミともいわれ、食用になる。コゴミの食用の歴史に関しては定かではないの

で、当時食用とされていたかに関しては不明である。しかしワラビなどと違い、アルカリ (灰汁など)

によるあくぬきが不要であることから、簡便に食用にすることができる。したがって、当時利用され

ていた食用としての可能性もある。(分析はパリノ・サーヴェイ仰に依頼したが、同定については立

教大学理学部 岩槻邦男教授の協力を得たものである。)
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第Ⅵ章 転用材について
転用材とする見方

桜町遺跡で出土した木材は、加工の度合いが高いほ工 表裏の面で全く様相が違う木材が見られる。

つまリー面は平滑で丁寧な仕上げが施されているが、その反対面は割ったもしくは剥ぎ取ったような痕跡

がそのまま認められるのである。そのギャップが顕著であるため、当市教育委員会や調査指導を頂く方々

も、木柱などは転用時に半割にされたのであろうという見方をしていた。したがって縄文時代には木材

という資源を余すところなく活用していたと考えるわけである。他の遺跡においても木材については、幾

度か使用変更を繰り返し、最後は燃料となり上に還るといった見方がなされている。

特にこの様相を呈する木材は、施設材と区分した木材に多く見られる。施設材は全体総数のうち18%

を占める。このうち掲載した遺物の 29、 31,36、 42、 4私 49、 56、 57については、木表側に「欠込み」

や「ほぞ穴」の顕著な加工が施されているが、木裏側には分割する作業痕は認められるものの、反対側

で見せ付けられた高度な加工技術は全く使われてはいない。特に29は「欠込み」が木裏側に向けて深

く袂られており、現状の厚さからは、縦横いずれの使用法でも強度が保てない。したがっ怠 水場の構

成材にした際に割ったものと考えられるのである。56、 57は組み合わされて遺構の一部を構成している。

57は板材板としているが、一側面に対して 90度の角度で板が立ち上がる。本来の形状は角材であり、

水場に構成される際に木表側の板を厚さ3 clllで残し、削り取ったものと推測される。

以上のように現在の形状から、別の形状を推測することができる木材については、転用材として認め

ることができると考える。

転用材以外の見方と比較をする

平成 16年 12月に開催されたシンポジウム「考古学から建築材・建築技術を考える」では、京都大学

大学院生の本す上由美子氏により、平成 14年度に月ヽ矢部市で行った環状木柱列の復元実験の結果をもと

に、クリの九木を半割りする際に、ねじれて割れて真直ぐ割ることが容易ではないことを発表した。

これを受け、転用時に半割りされたという見方を再検討すべきであり、割ることの意義につい怠 また、

どのような方法なら望む位置で割ることができるのかを考えたい。

丸太に加工を施し使用したものを、木材の分割順序で、半分から放射状に割っていく。この作業を石

器のみで行うこと自然が困難と思われる。そのため、木材を水浸しにし、ある程度表面に石器などの刃

が入りやすい状態にするものと考えられる。こうして乾燥しきった木材を割ることを可能としたのであろう。

したがって施設を構成する時に木材の厚さや長さの調整分割をしたかもしれないが、水に浸す時間は必

要である。この貯木時に部分的に水から顔出し状態で出ているところが、腐食した可能性が考えられる。

腐食部分を除去した木材が使用された可能性を考えられる。

次に、転用材と考えた場合、木材を分割し施設を構成する部材にすることが目的であっ怠 構成材と

しての役割を果たせれば丁寧に仕上げる必要性はないのかもしれない。時間を掛けて木材を分割する

行為には、単純に材料としての数が増やすことができること、厚さや長さを調整することが必要な施設

であることなど考えられる。目的に合う木を探し伐採し運搬する労力と、既存する木材の中から目的に沿
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う形に加工する労力を比べた場合、後者を選択したのであろうか。水辺に築かれた全長約 10mの足場

遺構 SX-21こ は、以前の形状のままと見られる構成材が多い。この施設は水辺の斜面に約 lmの木材

を積み重ねたもので、厚さや長さの調整はあまり重要視されなかったと考えられる。これに対し怠 水場

遺構のSX-1や SX-14は構成材には、その遺構の持つ役割にはあまり反映しない顕著な加工が施さ

れた構成材が多く見られる。

また、その他の加工材に区分した中にも顕著な加工が施されている木材が多く、貯木している状態

で出土している。貯木することは、転用するために保管しておく木材と、加工途中木材の保管などの目

的が考えられる。しかしその中の、48と 49の使用目的不明である「Y字材」においては表裏で加工

頻度が違う。使用する部分や見せることを意識した部分のみを顕著に仕上げるといったスタンスは、ど

の時代の遺物や遺構にも見受けられる。Y字材が完成品であるとした場合は、その意識が働いたもの

と考えている。

以上のことから、木材を有効に使い回すために転用していることは間違いない。そして特に施設の構

成材へとの転用時には、やはり厚さや長さの調整は行われていた可能性が高い。クリがねじれて割れる

ことを考慮しつつ、木材が水分をどのくらい吸収したら思うとおりの場所で割っていくことができるかを

熟知していたものと推祭される。
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1.

第Ⅶ章 まとめ

本書では、桜町遺跡舟岡地区。中出地区から出上した縄文時代の木製遺物について報告した。

一部、古墳時代の遺物も掲載した。

木製遺物は、加工の有無をはじめ使用材種や使用目的から、造作材・器具材・自然木に大別した。

造作材は、石斧等による粗加工、芯持ち・芯去り材ともに比較的大型材であり、使用材種はほと

んどがクリである。

造作材は、構築材、施設材、その他の加工材に分類した。構築材は、主に加工痕や出土状況か

ら何等かの構造物が想定できる柱根と柱材である。施設材は、出土状況が遺構の構成材である

もの。桜町遺跡では、水場、杭群、貯蔵穴を確認している。その他の加工材は、構築材や施設

材に当てはまらないものの、人工的な加工痕が認められる木材である。分割されただけの木材が

多い。

造作材には、建築材に施される建物の部位名称に則して、継手・仕口と称する加工痕が認められ

る。しかし、各々は検出された遺構に反映しない部分に顕著な加工が施されていること、該当す

る建物遺構を検出していないことから、明確に建築材であるとは断言できない。このうち何等か

の構造物が想定できる構築材については、柱根が土坑に埋設された状態である。これに対して、

柱材は遺構に伴う出上ではないが、その形状から小型高床建物の中柱として仕口として認められ

ることから、構築材に分類するとともに、建築加工の初期段階に位置付けられる遺物と認められる。

造作材については、中期末～後期初頭の遺物は、木取りから径 30 cmの材を中心に伐採し分割し

ている。ただし径約 50 cmを超える木材は分割しないで丸太の状態で使用している。後期末～晩

期中葉の遺物は、出土数は少ないが、径 50 cmを超える木材を分割し遺構を築いている。中期以

降人口が増加したことが影響し、木材の需要が増加したものと考えられ、木材加工に携わる人口

が増えたのではなかろうか。当遺跡から出上した石器のうち、木材の伐採や加工に用いられたと

考えられる磨製石斧の出土量やその内容にその傾向が現れている。磨製石斧を大中月ヽのサイズに

分類し、それぞれ 15 cm以上、10～ 15 clll未満、10 cm未満を基準とする。中期では、大と小の

サイズが多いものの中のサイズもある程度出上している。しかし後・晩期では大と小のサイズがや

はり多いが、中のサイズは大小のサイズと比べて極端に少ない。中期には径 30 cmの材が使用材

の中心であったことから、中のサイズの石斧でも伐採や切断することが可能であったものと考えら

れる。しかし両時期の出土量が極端に違うことや、遺構から見える生活基盤が一概に比較できる

ものではないため、あくまでも木材に施されたカロ正痕からその比較を試みたものである。

器具材は、石斧や小型の道具による細加工、完成形が想定できて比較的小型の木材や製品になっ

ているもの、また製品ごとに適材を使用している。

器具材は 12種類に分類した。このうち完成形が想定できないが、完成品の欠損品である製品は

不明漆塗製品とした。そのほか石斧柄、石斧留め具、楔、堀棒、鋤状木製品、削りだし棒材、弓、
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到りもの、素材、櫛、編錘状木製品の11種類である。分類した全ての製品については、欠損部

分があるものの完成形が想定出来ることを前提にしており、各々の分類基準は以下のとおりであ

る。石斧柄は枝幹材を使用し、同時期の他遺跡において類似品が出上していること。石斧留め

具は他遺跡の出土例から、その使用形状が想定でき、縄掛け部分に繊維外が付着していたこと。

楔は一先端部に打ち付けられた痕跡があることやもう一端が薄く扁平であること。堀棒は両先端

におのおの尖らせた部分と扁平にした部分をつくってあること。鋤状木製品は、鋤の身部と柄の

部分のどちらか一方と見られる残存形状があること。削りだし棒材や弓、割りものは、残存する

形状とその加工状況より判断した。素材は採取時の痕跡や表皮剥ぎ以外に顕著な加工は施され

ておらず(使用痕が認められないこと。櫛は、他の遺跡でも良好な状態での出土例が多く、本遺

跡から出土したものは残存率や状態が悪いものの櫛とした。編錘状木製品は、完形品の完成品

であり編錘の可能性が高いが、同時期の他遺跡での出土例がないことより編錘状木製品とした。

造作材の構築材、施設材、その他の加工材の3種類では、使用樹種は圧倒的にクリが多い。そ

れぞれの割合は、構築材が100%、 施設材が97.1%、 その他の加工材が74%を占める。し

かし、器具材は、突出した樹種は無く、割合は出土数に比例する。

自然木は、自生していた状態の木材と、自然に折れたりして川岸や川にあった木材等の二種類が

ある。どちらも自然木にカウントしているが、出土状態に差が表れる。前者は樹種に関係なく、

良好な状態で出土している。対して後者は磨滅して出土時やさらにその後の水浸保管中の劣化が

著しい。このことから、同じ時期の条件下において埋没していた木材には、以下の木材の加工頻

度の順で残存状態に少なからず影響があるものと考えられる。加工が施されている木材は、その

加工が樹皮剥ぎや枝払いなどの軽度な内容であっても、残存状態は概ね良好である。次に、加

工が施されていない自然木は、自生していた木材、そうでない木材の順で残存状態に良し悪しが

認められる。

繊維製品は、カゴ類、縄、糸の3種類に分類した。それぞれの基準は以下のとおりである。カ

ゴ類は木を細長く割いて柔軟性を持たせたものや樹皮、植物の繊維体などを編む。組むの手法で

平面や立体物をつくりだすもの。縄は繊維体を撚るおよび撚ったものを絢ったもの。糸は繊維体

であるもの。出土状況や共伴する遺物より中期末～後期初頭に帰属するものと考えられる。

植物は、ヒョウタン2点とコゴミ1点出土している。いずれも出土状況や共伴する遺物より中期末

～後期初頭に帰属するものと考えられる。コゴミは食用に採取されたものと考えられるが、 1点し

か出土していないことや、他の低湿地遺跡での出土例がないことから、食用に採取したものと安

易に考えてよいか懸念される。今後の出上に期待するとともに、再考する必要がある。

木材を有効に使い回すために転用していることは間違いない。特に施設の構成材へとの転用時に

は、厚さや長さの調整は行われていた可能性は高い。クリがねじれて割れることを考慮し、木材

が水分をどのくらい吸収したら思うとおりの部分で割ることができるかを熟知していたものと推察

される。
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表2 木製品観察表 構築材 (1)
生
口
号

報
番 区分 種別 木取り 芯 樹種

調
査
区
遺構 時期

長 さ

(cm)

℃

ｍ，
幅
くｃ

厚と・高さ

(cm)

炭

化

櫛
皮 備考

構築材 柱材 半割材 ○ クリ 1 SX09 縄文時代中期末～後期初頭 2952 240 一端欠損。ほぞ穴とえつり穴のある材。

2 構築材 柱根 丸木材 ○ クリ 6 縄文時代中期末～後期初頭 713 底面に石斧等による加工痕あり。

3 構築材 柱根 丸木材 ○ クリ 6 SK18 縄文時代中期末～後期初頭
底面に石斧等による加工痕および欠き込
みあり。

4 構築材 柱根 丸木材 ○ クリ 6 縄文時代中期末～後期初頭 612 底面に石斧等による加工痕あり。中空。

5 構築材 柱根 丸木材 ○ クリ 6 縄文時代中期末～後期初頭 390 残存状態悪い。

6 構築材 柱根 丸木材 ○ クリ 縄文時代中期末～後期初頭 243 底面に石斧等による加工痕あり。

7 構築材 柱根 丸木材 ○ クリ 縄文時代中期末～後期初頭 300 底面に石斧等による加工痕あり。

構築材 柱根 丸木材 ○ クリ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 178 底面に石斧等による加工痕あり。

構築材 柱根 丸木材 ○ クリ P-1 縄文時代中期末～後期初頭 255 底面に石斧等による加工痕あり。

10 構築材 柱根 丸木材 クリ 6 SK08 縄文時代中期末～後期初頭 如珈８５ｃｍ
崩壊 している。

11 構築材 半裁柱根
略半載

(板状)
クリ 3 SKl19 縄文時代晩期中棄 447 213 木表側の湾曲面、樹芯を除去。底面に石斧等

による加工痕あり。環状木柱列柱根 (入日部)

12 構築材 半載柱根
略半裁

(板状)
クリ 3 SK121 縄文時代晩期中棄

木表側の湾白面、樹芯を除去。底面に石斧等
による加工痕あり。環状木柱列柱根(入日部)

13 構築材 半載柱根 略半載 クリ 3 SK197 縄文時代晩期中葉 437 底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

14 構築材 半載柱根 略半載 クリ 3 SK134 縄文時代晩期中棄 540 底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

15 構築材 半裁柱根 略半裁 クリ 3 SK136 縄文時代晩期中棄 501 273 底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

16 構築材 半載柱根 略半載 クリ 3 SK186 縄文時代晩期中葉 305 底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

17 構築材 半裁柱根 略半哉 クリ 3 SK145 縄文時代晩期中葉 252 底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

構築材 半裁柱根 略半哉 クリ 3 SK158 縄文時代晩期中葉
底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

構築材 半載柱根 略半裁 クリ 3 SK169 縄文時代晩期中葉 114 底面に石斧等による加工痕あり。

構築材 半載柱根 略半萩 クリ 3 SK106 縄文時代晩期中葉 356 底面に石斧等による加工痕あり。環状木

柱列柱根。

21 構築材 半載柱根 略半鼓 クリ 3 SK126 縄文時代晩期中粟 555 木表側の湾曲面、樹芯を除去。底面に石斧等
による加工痕あり。環状木柱列柱根(入回部)

表 3 木製品観察表 施設材 (1)
生
ロ
ロ一

報

番 区分 種別 木取 り 芯 樹種

調
査
区
遺構 時期 誕

くｃｍ＞
幅・径

(cm)
厚き'言き

(cm)

炭
化

樹

皮 備考

施設材 柱根 丸木材 O イヌガヤ SX19 縄文時代中期末以前 77 一端に切断等のカロエ痕あり。しがらみ。

施設材 柱根 丸木材 ○ クリ SX 19 縄文時代中期末以前 一端に切断等のカロエ痕あり。しがらみ。

施設材 柱根 丸木材 ○ エノキ属 SX19 縄文時代中期末以前 710 一端に切断等の加工痕あり。しがらみ。

施設材 柱根 丸木材 O ハンノキ節 SX19 縄文時代中期末以前 616 一端に切断等の加工痕あり。しがらみ。

施設材 柱根 半割財 クリ SX19 縄文時代中期末以前 238 一端に切断等の加工痕あり。しがらみ。

27 施設材 柱根 半割財 クリ SX19 縄文時代中期末以前 278 一端に切断等の加工痕あり。しがらみ。

施設材 柱根 半割財 クリ SX19 縄文時代中期末以前 一端に切断等の加工痕あり。しがらみ。

施設材 水場。足場 偏半割材 クリ I SX01 縄文時代中期末～後期初頭 3340
両端欠損。ほぞ穴と欠き込みのある材(大

型高床柱)。木表側に加工痕あり。

施設材 水場。足場 丸木材 ○ クリ I SX0 縄文時代中期末～後期初頭 2718 150 120 一端に欠き込みあり。

施設材 水場・足場 半宮」材 クリ I SX0 縄文時代中期末～後期初頭 3414 285 両端欠損。ほぞ穴あり。

施設材 水場。足場 丸木材 ○ クリ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 3512 完形品。

施設材 水場。枠材 丸木材 ○ クリ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 1540 232
一端は木表側を一部のこし、年輪サンプ

ル採取。

施設材 水場.足場 板目材 クリ I SX01 縄文時代中期末～後期初頭 2070 125 ○ 一端は先端に向い薄 く扁平。

施設材 水場・足場 半割材 クリ I SX01 縄文時代中期末～後期初頭 3000 372 両端欠損。割面は丁寧に調整

施設材 水場・枠材 板目材 ク リ I

SX01
(2)
縄文時代中期末～後期初頭 197狛 短側面に 3箇所のほぞ穴あり。

施設材
水場・

足場材
丸木材 ク リ I

SX01
(2)
縄文時代中期末～後期初頭 1665 同一曲面に、2箇所の欠き込みあり。

施設材
水場。

水回の板
柾目板 ク リ 1

SX01
(2)
縄文時代中期末～後期初頭 584 120

両面は丁寧に調整。樹種同定サンプル採

取。

施設材
水場。

水国の板
板目板 ク リ 1

SX01

(2)
縄文時代中期末～後期初頭 158 22 一端欠損。両面は丁寧に削り薄い。

施設材
水場。

水国の板
板目板 ク リ l

SX01
(2)
縄文時代中期末～後期初頭 862 両面は平坦。年輪サンプル採取。

施設材
・
羽

場

場

水

足
丸木材 ○ ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 3816 一端欠損。2箇所の欠き込みあ り。

施設材 足場羽
二股偏半

割材
O ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2410 先端および二股木先端に切断痕あり。

施設材 水場。足場 半割材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2200 完形品。木表側に 3箇所のほぞ穴あり。

施設材 足場羽 半割材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 3102 144 割面に楔等の痕跡あり。

施設材 足場材 板目材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2768 年輪に沿つて割られている。

施設材
・
材

場

場

水

足
板目板 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2000 両端欠損。

施設材 水場・足場 丸木材 ○ ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1323 一先端に突起状の作 り出しあり。
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告
号
報
番 区分 種別 木取 り 芯 樹種

調
査
区
遺構 時期

長 さ

(cm)
幅・径
(cm)
厚さ・高さ
(cm)

炭

化

樹

皮 偏考

施設材
水場・

足場材
二股材 ク リ I SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1245 325 118 完形品。二股木先端に切断痕あり。

施設材
水場。

足場材
半割材 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2280 O 両端欠損。木表側に調整痕あり。

施設材 足場材 分割材 ク リ I SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2124 割面に楔等の痕跡あり。

施設材 水場。足場 柾目板 ク リ I SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1340 272 両端欠損。一面にほぞ穴と段あり。

施設材
水場。

足場材
板目板 ク リ | SX02 縄文時代中期末～後期初頭 放射状組織に沿い割れたくぼみあり。

施設材 水場・枠材 分割材 ク リ 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭 1578 213 一端は先端部を細く方形に尖らせている。

施設材 水場・枠材 分割材 ク リ SX14 縄文時代中期末～後期初頭 2000 312 192 ○ 幹の本表側部分のみ残存。その湾曲面に

5箇所の欠き込みと2箇所の段あり。

施設材 水場・枠材 分割材 クリ 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭
一端は、二等辺三角形状で先端は尖らせ

てある。1箇所の段あり。

施設材 水場。枠材 分割材 クリ 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭 1820
一先端部は断面が三角形に丁寧に削りだ
されている。

施設材 水場・枠材 板目板 クリ 1 SX14 縄文時代中期末～後鶏初頭 773 年輪に沿つて割られている。

施設材 板目板 板目板 クリ 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭 2460 208 全体形は一端部が角状につくりだされて
いるが、一方の端部にかけて薄く扁平。

施設材 板 目板 板目板 クリ 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭
全体形は一端部が角状につくりだされて
いるが、一方の端部にかけて薄く扁平。

施設材
貯蔵穴・

蓋材
丸木材 ○ ゴンズイ 3 SK244 縄文後期末～晩期前棄 ○ 両端に切断痕あり。

施設材
貯蔵穴・

蓋材
丸木羽 ○ ゴンズイ 3 SK244 縄文後期末～晩期前葉 ○ 両端に切聯痕あり。

施設材
穴蔵

材

貯

蓋 分割材 クリ 3 SK248 縄文後期末～晩期前葉 両端に切断痕あり。

施設材
貯蔵穴・

蓋材
柾目板 クリ SK248 縄文後期末～晩期前葉 両端に切断痕あり。

施設材
貯蔵穴・

枠材
板目板 クリ 3 SK249 縄文後期末～晩期前葉 245 両端に切断痕あり。

施設材
貯蔵穴・

底板
板目板 3 SK249 縄文後期末～晩期前葉 273 ○ 一面のみ炭化 している。

施設材 水場・杭 分宮」材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 一端欠損。

施設材 水場・杭 分割材 クリ SX0 縄文時代中期末～後期初頭 ○ 一先端部が丸く尖らせてある。

施設材 水場・杭 分割材 クリ SX0 縄文時代中期末～後期初頭 606 一先端部が丸く尖らせてある。

施設材 水場。杭 分割材 クリ SX0 縄文時代中期末～後期初頭 一端欠損。一先端部は丸く尖らせてある。

施設材 水場・杭 割材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 692 一先端部が丸く尖らせてある。

施設材 水場・杭 分割材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 一先端部が丸く尖らせてある。

胞設材 水場・杭 分割材 クリ SX0 縄文時代中期末～後期初頭 61 一端欠損。一先端部は薄く扁平である。

71 施設材 水場。杭 分割材 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 702
断面形は三角形。一先端部は一部分が尖

らせてある。

施設秘 水場・杭 分割材 クリ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 826 断面形は長方形。一先端部は丸く尖らせ

てある。

施設材 水場・杭 半割材 オニクルミ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 427 105 ○ 一端欠損。底面にん日工痕あり。

施設材 水場・杭 分割材 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 1416 111
断面形は長方形。一先端部は丸く尖らせ
てある。

施設材 水場。枠材 板目板 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 1090 396 ○ 両端欠損。水場の枠材。

施設材 水場・杭 柾目板 クリ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 13
断面は厚さ13cmと薄く、両先端は丸く
尖らせてる。

施設材 水場・杭 板目板 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 両先端がやや薄く丸く尖らせてある。

施設材 水場・杭 板目板 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 654 両端部は切断痕か折れかは不明瞭でる。

4 木製品観察表 その他の加工材 (1)
報告

番号
区分 種別 木取 り 芯 徹種

調
査
区
還構 時期 盛

くｃｍ＞
・径

ｍ＞
幅
くｃ

厚さ・Fiさ

(cm)

炭
化

樹

皮 備考

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○ カエヂ凰 1 SX16 縄文時代中期末以前 1440 O

両端は取上げの際に切断した。欠き込み
部は、丁寧に挟られ、深さ約8cmのU字型
を呈す。

その他の

加工材
半割材 半割材 ク リ 1 SX16 縄文時代中期末以前 366 底面に伐採痕。

その他の

加工材
分割材 分割材 カツラ 1 SX17 縄文時代中期末以前 一端欠損。断面形は方形。割面の調整痕なし。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ 1 H10 縄文時代中期末以前 一端欠損か。割面調整痕なし。

その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ l ■10 縄文時代中期末以前 1728 木表側より樹芯にむかい深さ 1～ 2cm

を溝状に奪」りぬいている。樹芯は除去。

その他の

加工材
丸木材 二股丸木材 ○ ク リ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 2516 480

完形品。分岐部から二股木先端にかけて

丁寧な調整加工あり。二股木両先端には

欠き込みあり。

その他の

加工材
丸木材 二股丸木材 ○ ク リ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 420

二股木一先端部欠損。一方も崩れている。

分岐部から先端にかけて調整加工あり。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○

クマノミ
ズキ類

1 不明 縄文時代中期末～後期初頭 ○
両端部を切断し、芯部分が残る。折り取り
の際のものか。一部に樹皮が残っている。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○

ムラサキ
シキブ

SD06 縄文時代中期末～後期初頭 525 ○
両端部に切断痕。一方の端部はゆるく餅

角に切断されている。

その他の

加工材
枝幹材 枝幹材 ○ ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭

一端部には伐採痕が明瞭に残る。もう一

方は先端に向かって細まる。

９

，

つ
υ



告

号

報

番 区分 種別 木取 り 芯 樹種

調
査
区
遺構 時期 酵

くｃｍ，
幅・径

(cm)
厚さ・高さ
(cm)

炭

化
樹
皮 備考

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○ 1 縄文時代中期末～後期初頭 630 〇 木表側は炭化している。両端部は欠損。

伽嘲
丸木材 丸木材 ○ I 縄文時代中期末～後期初頭 1031 185

両端部欠損。ただし一方は切断痕の可能

'性がある。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○ クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 1060 140 ○ ○

全面が炭化しており、一先端は平らにな
るように削ってある。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○ クリ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 125 113 両端に切断痕あり。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○ クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 2688 220 中央部分は欠損。

獅脚
丸木材 丸木材 ○ クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 2272 断面形は円形であるが、一端は扁平。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 ○ クリ 1 SX08 縄文時代中期末～後期初頭 133 136 両端に切断痕あり。一端部は本表側の湾

曲面が削られている。

その他の

加工材
丸木初 丸木材 ○ クリ 1 SX08 縄文時代中期末～後期初頭 3285 135

部分的に欠損 。断面形は半円形である

が、一先端部は細く削られている。

その他の

加工材
半割羽 半割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1190

部分的に欠損。木表および木裏の面に調

整痕あり。側面に削痕が認められる。両端

部に切断痕あり。

その他の

加工材
半割羽 半割材 クリ 6 SG01 縄文時代中期末～後期初頭 一端および部分的に欠損。

その他の

加工材
半割羽 半割材 クリ I SD06 縄文時代中期末～後期初頭 部分的に欠損。両端部に切断痕あり。

その他の

加工材
半劉材 半劉材 クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 60 一端欠損。もう一方は切断痕あり。

その他の

加工材
半割材 半割材 ク リ I SXll 縄文時代中期末～後期初頭 225 木表側に削痕あり。一長辺には調整痕が

認められ、角が作られている。

その他の

加工材
半割材 半割材 ムクノキ , SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1086 ○ 一端部は折 り取ったような切断痕あり。

側廟
半割材 半割材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 135

一端欠損。もう一方は切断痕あり。年輪に

直行する切断痕あり。

その他の
加工材

半割材 半割材 ク リ 〕 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 162 ○
部分的に欠損。木表側や木裏面に調整痕

あり。側面にも削痕が認められる

その他の

加工材
半割材 半割材 ク リ 〕 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 両端部に飢利な切断痕あり。

その他の

加工材
半宮」材 半割羽 ク リ 〕 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 422 両端部に切断痕あり。

その他の

加工材
半割材 半割羽 ク リ 〕 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 136

一端および部分的に欠損。木表側に削痕
あり。

その他の

加工材
偏半割材 偏半割材 ○ ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 1504

中央部分は年輪サンプル採取。一端欠損。

木表側および木裏側に削痕あり。

柳闘
半割材 半割材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭

両端および部分的に欠損。一端は欠損し

ているが、円の輪郭の一部分と推測され

ほぞ穴を穿かれていたと考えられる。

獅廟
半割材 半割材 ク リ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 3798

部分的に欠損している。木表面はやや荒

れている。木裏側には調整痕があり、節な

ど除去した痕跡が認められる。

111 側臓
分割材 分割材 ク リ SX14 縄文時代中期末～後期初頭 2020 380 132

端部欠損。形状は一部板状。木表側には段

が一箇所、欠き込みが大小 5箇所あり。

その他の

加工材
半割材 半割材 ク リ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 3050 両端欠損。一箇所のほぞ穴あり。

枷醐
分割材 分割材 ク リ 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭 3100 155

一部を陸橋状に残した欠き込みあり。段
にはほぞ穴あり。

その他の

加工材
分割材 分割材 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 一端部欠損。一方に調整痕あり。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 芯部除去。一端部には切断痕あり。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 586 芯部除去。端部に切断痕あり。

117
その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 1870 ○ 部分的に欠損。

118 柳闇
分割材 分割材 ク リ 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 1625 一端部欠損。一長辺部に湾曲面あり。

その他の

加工材
丸木材 丸木材 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 1665 ○ 部分的に欠損。全体の2/3炭化している。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

両端部欠損。木表側には縦中央が溝状に

削り取られている。

その他の

加工材
分割材 分割材 エノキ属 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 379 127 両端欠損。

122
その他の

加工材
分割材 分割材 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 一端部欠損。もう一方には切断痕あり。

123 獅廟
分割羽 分割材 6 SK02 縄文時代中期末～後期初頭 ○

一先端に向い両短辺が削られている。も

う一方には切断痕あり。

その他の

加工材
分割羽 分割材 クリ I SD06 縄文時代中期末～後期初頭 307 両端部に切断痕あ り。

125
その他の

加工材
分割材 分割材 クリ 6 SG01 縄文時代中期末～後期初頭 両端に切断あり。木裏側に調整痕あり。

獅臓
分割材 分割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 一端欠損。もう一方に切断痕あり。
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その他の

加工材
分割材 分割材 縄文時代中期末～後期初頭 75 部分的に欠損。両端部に切断痕あり。

その他の

加工材
分割材 分害」材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1221

一端および部分的に欠損。木表側に調整

痕あり。

その他の

加工材
分割材 分割材 1 縄文時代中期末～後期初頭 1332 一端に切断痕あり。

獅耐
分割材 分割材 1 縄文時代中期末～後期初頭 227 一端欠損。もう一方に切断痕あり。

その他の

加工材
倉割材 分割材 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭

断面は扇型。先端部から膨らみ、もう一方

にかけてくびれをつくる。その先は欠損

している。

132
その他の

加工材
分割材 分割材 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 619 両端切断。棒状。

133
その他の

加工材
分割材 分割材 クリ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 672 ○

一端欠損。もう一方は先端にかけて鋭利

な切断面がある。

その他の

加工材
分宮」材 分割羽 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 両端切断。棒状。

その他の

加工材
分割初 分割羽 クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 430 31 部分的に欠損し、全体形状は不明。

その他の

加工材
分割羽 分割羽 クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 472 棒状。両端の残り不明瞭。

その他の

加工材
倉割材 分割材 クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 棒状。両端切断。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 640 51 一端欠損。棒状。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1392 78 棒状。一先端は細く尖らせてある。

その他の
加工材

分割材 分割材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1041 樺状。

その他の

加工材
分割材 分割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 ○ 棒状。

その他の

加工材
分割材 倉割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 324 棒状。一端欠損。

その他の
加工材

分割材 分割材 クリ SD06 縄文時代中期末～後期初頭
部分的に欠損。両端部 に切断痕あ り。棒

状。

その他の

加工材
分割材 分割材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 33 棒状であるが、両端欠損し形状が不明瞭。

その他の

加工材
分割材 分宮」材 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 ○ 棒状で、両先端にかけて尖らせてある。

その他の

加工材
分割材 分割材 クリ 6 縄文時代中期末～後期初頭 587 棒状。一先端が丸く尖らせてある。

その他の

加工材
分割材 分割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 部分的に欠損。棒状。

その他の

加工材
分割材 分割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後鋼初頭

棒状。両端に切断痕あり。一端は部分的に

欠損。

柳耐
分割材 分割材 クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 ○ 棒状。両端丸く尖らせてある。

その他の

加工材
分割材 分割材 クリ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 一端欠損。もう一端は切断。棒状。

その他の

加工材
倉割材 分割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1098

棒状。残存は不良。部分的に欠損。一端は

切断。

獅闘
分割材 分割材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 695 棒状。残存は不良。

その他の

加工材
分割材 分割材 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭

棒状。両端切断。一端は先端部にけて尖

る。一長辺には調整痕あり。

その他の

加工材
分割材 倉割材 クリ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 棒状。残存は不良。部分的に欠損。

その他の

加工材
分割材 分割羽 クリ 1 縄文時代中期末～後期初頭 1048

棒状。両端切断痕。一端は先端部が板状に

薄い。

156 獅脚
板 目板 板目板 スギ I SX03 縄文時代中期末～後期初頭

両面は接線方向に剥ぎ、両端は折れ。部分

的な欠損は試料採取のため。

その他の

加工材
板目板 板目板 スギ 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭 666

両面は接線方向に剥ぎ、両端は折れ。部分

的な欠損は試料採取のため。

158
その他の

加工材
板目板 板目板 スギ I SXC13 縄文時代中期末～後期初頭 938

両面は接線方向に剥ぎ、両端は折れ。部分

的な欠損は試料採取のため。

獅耐
板 目板 板目板 1

SX01
(2)
縄文時代中期末～後期初頭 1290 126 両端欠損。両面および量長辺に調整痕あ

り。一長辺はゆるく弧を描き加工。

伽闘
板目材 板目板 ク リ 〕 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 両端欠損。

獅耐
板 目板 板目板 エノキ属 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 209 O 残存不良。

側臓
板 目板 板目板 1 縄文時代中期末～後期初頭

部分的に欠損。一端に切断痕。面に調整痕
あり。

その他の
加工材

板目板 板目板 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 ○ 両端および部分的に欠損。

その他の

加工材
板 目板 板目板 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 243 両端欠損。

獅廟
板目板 板目板 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 46判 258

木表側の面部分を除去。芯部除去。短辺の

一端部は、片回鉢となる可能性あり。

34
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その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 一先端に切断痕あり。もう一方は欠損。

167
その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ I SX13 縄文時代中期末～後期初頭 612 177 残存不良。

その他の

加工材
板目材 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 990 残存不良。

その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 一面に調整痕あり。一端は欠損。

171
その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 ○ 両面に調整痕あり。両端切断。

獅廟
板目板 板 目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 55 O

一先端は曲線を描き、両面には調整痕あ
り。

173
その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 93 一面に調整痕あり。一先端に切断あり。

その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

両面に調整痕あり。一先端部から一長辺

に掛けて調整。

175
その他の

加工材
板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 523 一先端、斜めに切断。一面に調整痕あり。

獅耐
板目板 板目板 ク リ I SD06 縄文時代中期末～後期初頭 308 両端切断。両面に調整痕あり。

177
その他の

加工材
板目板 板目板 クリ I SD06 縄文時代中期末～後期初頭 288 155 両端切断。一先端は丸く尖る。

獅廟
柾目板 柾目板

SX01
(2)
縄文時代中期末～後期初頭 288

両面に調整痕あり。一面には欠き込みに

より段をつくる。段の中央部分が湾曲し

ている。両端欠損。

獅廟
柾目板 柾目板 クリ I SX14 縄文時代中期末～後期初頭 1236

両面に調整痕あり。一面には欠き込みに

より段をつくる。段の中央部分が湾曲し

ている。両端欠損。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 クリ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 296 17

両面に調整痕あり。一長辺が両先端に向

い曲線をつくる。部分的に欠損。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 クリ I SX13 縄文時代中期末～後期初頭 122 27 ○

両面に調整痕あり。部分的な欠損は試利

採取によるもの。両端欠損。

獅耐
板目板 板目板 クリ , SX14 縄文時代中期末～後期初頭

両面に調整痕あり。一側面に端部から端

部にかけて幅を変え曲線を作っている。

その他の

加工材
柾目材 柾目材 クリ 〕 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 O 両面に調整痕あり。一端部に切断痕あり。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 クリ 〕 縄文時代中期末～後期初頭 17

両面に調整痕あり。端部および一側面に

切断面あり。

鉤耐
柾目板 柾目板 縄文時代中期末～後期初頭 325 65

両面に調整痕あり。一先端部から斜めに

切断。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 436 両面に調整痕あり。一端部欠損。

その他の

加工材
板目板 板目板 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 12J 両面に調整痕あり。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ SD06 縄文時代中期末～後期初頭

両面に調整痕あり。一端は三角形状を呈

し、先端に面ができている。厚さは一方に

向い薄 くなる

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 433 130

両面に調整痕あり。両端部に切断痕。一先

端部には径 lcm程度の円形突出部がつ
くられている。

柳闘
板目板 板目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1007 225 両面に調整痕あり。

獅廟
板目板 板目板 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 240 Fd面 に調整痕あり。両端欠損。

192 獅廟
柾目板 柾目板 ク リ 1 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 142 両面に調整痕あり。部分的欠損。

その他の

カロエ材

斜め柾目

板

斜め柾目

板
ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭 217 両面に調整痕あり。部分的欠損。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 650 125

両面に調整痕あり。部分的な欠損は試料

採取によるもの。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 822 312 ○ 片面炭化。面中央部欠損。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ○ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 836

一端部に切断痕あり。木表側は湾曲面を
カット。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 857 ○ 両面に調整痕あり。部分的欠損。

その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 144 両面に調整痕あり。一面に段あり。長側面

にカーブあり。

199
その他の

加工材
柾目板 柾目板 ク リ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 両面に調整痕あり。部分的欠損。

柳耐
分割材 分割材 ク リ

中

出 縄文時代中期末～後期初頭
両端部切断。杭として使用された遺構の

一部。

その他の

加工材
分割材 分割材

中

出 縄文時代中期末～後期初頭
一端欠損。杭として使用された遺構の一

部。

202 獅耐
分割材 分割材 ク リ

中

出 縄文時代中期末～後期初頭 354
部分的に欠損している。杭として使用さ

れた遺構の一部。
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表5 木製品観察表 器具材 (1)石斧柄

表10 木製品観察表 器具材 (6)音Uりだし棒花

告

号

報

番
区分

器種分類
木取 り 樹種

調

査

区
遺構 時期

サイズ(cm)
備考 (着柄角度など)

種別 分類 1 分類 2 斧台長 余台幅 握り長 握 り径

器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 ヤブツバキ SD15 縄文時代中期末～後期初頭 576

器具材 斧 柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 ヤアツバキ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 (110)

207 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 ヤブツバ■ SD15 縄文時代中期末～後期初頭 (83) (33)

器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 コナラ節 SD15 縄文時代中期末～後期初頭 (82) 580

209 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 コナラ属 SD15 縄文時代中期末～後期初頭 27 (450) (77° )

0 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 SD06 縄文時代中期末～後期初頭

1 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 ナシ亜利 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 212

2 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 (209)

3 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹初 散子し蒻 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 (133) (26) (59つ

4 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹初 トネリコ属 縄文時代中期末～後期初頭 (148)

5 器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 ツノベキ 縄文時代中期末～後期初頭 (286)

器具材 斧柄 膝柄維斧 ―木 枝幹材
クマノミ
ズキ属

1 SD15 縄文時代中期末～後期初頭 222 未成品

217 器具材 斧柄 籐柄縦斧 ―木 枝幹材
クマノミ
ズキ属

1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 未成品

器具材 斧柄 膝柄縦斧 一木 枝幹材 ヤブツバキ SD15 縄文時代中期末～後期初頭 366 未成品

器具材 斧柄 膝柄縦斧 ―木 枝幹材 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 (235) (68つ未成品

220 器具材 斧柄 膝柄縦斧 ―木 枝幹材 コナラ属 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 262 未成品

器具材 斧柄 膝柄縦斧 一未 枝幹材 縄文時代中期末～後期初頭 (360) 未成品

222 器具材 斧柄 膝柄縦奔 一木 枝幹材 縄文時代中期末～後期初頭 未成品

器具材 斧柄 ? 一木 枝幹材 ヤブツバキ 縄文時代中期末～後期初頭 153 430 (80° )未製品

表6 木製品観察表 器具材 (2)石斧留め具
告

号

報

番
区分 種別 木取り 樹種

調
査
区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 中冨・ ぞと 厚さ・高さ

器具材
石斧柄留
め具

偏半割材 ミズキ類 I SD06 縄文時代中期末～後期初頭
毛成品。組み合わせ方式の石斧柄の押さえ具。
一部欠橿^

器具材
石斧柄留

偏半割材
クマノミ
ズキ箱 I SD06 縄文時代中期末～後期初頭 毛成品の欠損品。縛痕跡の浅い窪みが認められる。

226 器具材
石斧柄留

め具
偏半割材 ミズキ I SX02 縄文時代中期末～後期初頭 毛成品であるが、摩減 している。

273 器具材
石斧柄留

め具
偏半割初 ゴンズイ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 毛成品。縄掛け部に繊維体の断片付着。

表7 木製品観察表 器具材 (3)楔
告

号

報

番 区分 種別 木取り 樹種
調
査
区
還構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅・径 厚さ・高さ

謡具材 翼状木製品 判出材 ヤマグワ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 1] T圧痕跡は認められないが、両面に調整痕あり。

器具材 保 削出材 散孔羽 1

X529
Y860 縄文時代中期末

～後期初頭
完成品の欠損品か。一方の円底部は打圧で潰れ

てキノコ状。潰れた面に石粒がめり込んでいる。

表8 木製品観察表 器具材 (4)堀棒
告

号

報

番 区分 種別 木取 り 樹種

調
査
区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅。径 厚さ。高さ

器具材 掘棒 丸木材
ムラサキ
シキブ属

1 健文時代中期末～後朗初頭 1417 37 完成品。一方は先端を丸く尖らかせてある。も
う一方はヘラ状。

器具材 掘棒 丸木材
ムラサキ
シキブ

縄文時代中期末～後期初頭 1278
毛成品。片端は鋭く尖る。もう一方はヘラ状に

麦くえぐられている。

器具材 胴棒 丸木材
ムラサキ
シキブ属

1 SXll 健文時代中期末～後期初頭 367 毛成品の欠損品。全体的に摩耗している。

232 器具材 胴棒 丸木材 1 SX02 隠文時代中期末～後期初頭 31 ミ品。

器具材 掘棒 丸木材
ムラサキ
シキブ属

1 SX02 隠文時代中期末～後期初頭 165 毛成品の欠損品。掘棒のヘラ状端部が残存。筑

喘が摩滅 して潰れている。

表9 木製品観察表 器具材 (5)鋤状木製品
報告

番号
区分 種別 木取 り 樹種

調
査
区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備 考
長 さ 幅・径 厚さ。高さ

234 器具材 鋤状木製品 半割材 クリ? 1 SD06 電文時代中期末～後期初頭 275 毛成品の欠損品。刃の先端は炭化 している。

器具材 鋤状木製品 限目板 クリ SX01 篭文時代中期末～後期初頭
完成品の欠損品。刃部の半分が残存。全体的に

薄い板状。

器具材 鋤状木製品 判出材 ヤマグワ 1 篭文時代中期末～後期初頭 792 ガの未成品か。

器具材 鋤状木製品 半割材 1 SD06 篭文時代中期末～後期初頭 370 k成品。櫂の柄部分の可能性も考えられる。

告

号

報

番 区分 種 別 木取 り 樹種

調
査
区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅・径 厚と・高さ

器具材
削りだし

棒材
判出材 スギ 1 篭文時代中期末～後期初頭 436 記成品の欠損品か。削 りだし丸棒。両端欠損。

器具材
削 りだし

棒材
Ч可出材 クリ 1 SX02 篭文時代中期末～後期初頭

毛成品の欠損品か。半月型の削りだし丸棒。顧
瑞欠損。

器具材
だり

材

削

棒
判出材 スギ SP65 篭文時代中期末～後期初頭 232 13 毛成品の欠損品。やや楕円形の削 りだし丸棒。

器具材
削りだし

棒材
Ч可出材 スギ 1 篭文時代中期末～後期初頭

毛成品の欠損品。かまばこ型を呈する削りだし力

革。両端欠損。表面に焼けた痕跡が認められる。

275 器具材
肖」りだし

棒材
判出材 1 ＳＤＯ

擁
古墳時代 344 27 完成品の欠損品。一先端部には、弓の再のよう

な作り出しがある。
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276 器具材
判りだし

諄材
削出材 スキ 2 S D05 古墳時代 337 完成品の欠損品か。

277 器具材
判りだし

障材
削出材 スギ 2 S D05 古墳時代 11 残存状態不良。

表11 木製品観察表 器具材(7)弓
告

号

報

番 区分 種別 木取 り 樹種

調
査

区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅・径 厚と,高さ

242 器具材 弓 丸木材 ニシキギ 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 完成品の欠損品。茶黒色漆塗。

表12 木製品観察表 器具材 (3)割 りもの
告

号

報

番
区分 種別 木取り 樹種

調
査

区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅・径 厚さ・高さ

器具材 割りもの ケヤキ 1 SX20
縄又時代甲期甲某以雨の二

石流層
67 容器の口縁部か ?

器具材 割りもの ケヤキ SX20 縄文時代中期中葉
以前の土

石流層
容器の口縁部か ?

器具材 割 りもの 横木取り ケヤキ 1 SD135 縄文時代中期末～後期初頭
完成品。外面底部に文様彫刻。内外面に赤漆が、

底部の文様部分には黒漆を塗布。

器具材 割 りもの 縦木取 り イヌガヤ 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 73
完成品の欠損品。片口部分から胴部の一部がら

存。赤色漆塗。

器具材 割りもの トチノキ 1 縄文時代中期末～後期初頭 153 完成品の欠損品。高不状の木胎漆器の高台。蒸

面にのみ赤色漆塗布。

器具材 割りもの 下明 1 SD05 114 完成品の欠損品。内外面に赤色漆塗布。

器具材 割 りもの 貰木取 り 1

X518
Y853 電文時代中期末

～後期初頭 118 ○ 完成品の欠損品か。

器具材 刊りもの 従木取り ケヤキ 6 SG01 電文時代中期末～後期初頭 17
完成品の欠損品か。わずかだが、赤色漆が認め
られる。

器具材 劉りもの ケヤキ 電文時代中期末～後期初頭 15 ○ 1成品の父損品。内外面に赤色漆塗布。

器具材 到りもの ケヤキ SK26 電文時代中期末～後期初頭 150 Э 毛成品の欠損品。内面は赤色、外面に黒色漆塗布。

251 器具材 割りもの ケヤキ SD06 電文時代中期末～後期初頭 174 完成品の欠損品。内・外面に赤色漆を塗布。

器具材 割りもの 板目板 SD06 螺支時代中期末～後期 llJ頭 ○ 完成品の欠損品か。大型容器の可能性あり。

器具材 割りもの 黄木取り トチノキ 篭文時代中期末～後期初頭 ○ 完成品の欠損品か。大型容器の可能性あり。

254 器具材 割りもの 駐木取 り トチノキ SD135 電文時代中期末～後期初頭 148 ○ ○ 未製品。所々に焼き焦がし痕が残る。

表13 木製品観察表 器具材 (9)不明漆塗製品
告

号

報

番
区分 種別 木取 り 樹種

調
査
区
遺橋 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅・径 厚さ・高さ

255 器具初
不明漆塗

製品
1 健文時代中期末～後期初頭 完成品の欠損品。朱漆塗。

表14 木製品観察表 器具材 (10)素材
告

号

報

番
区分 種別 木取 り 樹種

調
査

区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

樹

皮 備考
長 さ 幅・径 厚さ・高さ

器具オ 素羽 丸木材 イヌガヤ 縄文時代中期末～後期初頭 Fり 取られたものか。加工痕はない。

器具材 素材 丸木材 イヌガヤ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 五端折 り取られたものか。カロエ痕はない。

258 器具材 素材 丸木材 イヌガヤ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 五端折り取られたものか。加工痕はない。

259 器具材 素材 丸木材 イヌガヤ I 9(04 縄文時代中期末～後期初頭 O
一方の端部は伐採痕か。もう一方は欠損。樹皮
が一部残る

器具材 素材 丸木材 イヌガヤ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 ○
缶体の2/3程度に削痕が認められる。一方の軒
ネは欠損。樹皮が一部残る。

器具材 素材 丸木材 イヌカヤ SX13 縄文時代中期末～後期初頭 682 16 面端折り取られたものか。加工痕はない。

262 器具材 素材 丸木 4/ イヌガヤ 縄文時代中期末～後期初頭 1215 ① 一方の端部は伐採痕か。

263 器具材 素材 丸木羽 イヌガヤ 縄文時代中期末～後期初頭 866 ○ 両端折り取られた木。加工痕はない。

264 器具材 素 材 丸木羽 イヌガヤ I SD06 縄文時代中期末～後期初頭２。。．朗
06～
14
03～
07 ○

18本すべて半割である。両端部は折 り取られ
たまま。何らかの素材であるう。

265 穏具材 素材 丸木材 イヌガヤ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 ① 一端部は折 り取 られたもの。

器具材 素材 丸木材 イヌガヤ 443 両端部折り取られ、半割にされている。素材か。

267 器具材 素材 丸木材 イヌガヤ 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭 ○
端部は、一方は折 り取られたもの、もう一方は

長さ調整のための切断痕。

器具材 素材 丸木材 イヌガヤ SX04 端部は、一方は伐採痕、もう一方は折り取られた。

器具材 素材 丸木材 エレ属 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭
243～
724

０５”
０８

03-
05 ○ 径はほぼそろっているが、長さは一定ではない。

表15 木製品観察表 器具材 (11)櫛
告

号

報

番
区分 種別 木取り 樹種

調
査

区
遺構 時期

サイズ(cm) 炭

化

欄

皮 備考
長 さ 幅・径 厚さ・高さ

270 器具材 鱚支後期末～晩期前棄 赤色漆塗布。

271 器具材 3 縄文後期末～晩期前葉 10 赤色漆塗布。

272 器具材 3 健文後期末～晩期前葉 赤色漆塗布。

表16 木製品観察表 器具材 (12)編錘状木製品
告

号

報
番

区分 種別 木取り 樹種

調
査
区
遺構 時期

サイス(cm) 炭

化

樹

皮
備考

長 さ 幅・径 厚さ・高さ

器具材
編錘状木

製品
偏半割材 カマツカ 3 SK171 縄文時代後期末～晩期前棄 195 O

完成品。両端切断痕。縄掛けの突起状の作り出
しあり。

表17 木製品観察表 構築材(2)
告

号

報

番
区分 種別 木取 り 樹種

調
査
区
遺 構 時期

長 さ

(cm)

幅・径

(cm)

厚さ・高と

(cm)

炭

化

樹

皮 備考

280 構築材 半裁柱根 略半裁 クリ 3 SKl17 縄文時代晩期中葉

構築材 半裁柱根 略半載 ク リ 3 SK137 縄文時代晩期中葉 [20
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構築材 柱根 丸木 ク リ 3 S(235 縄文時代晩期中葉

構築材 柱根 丸木 3 SK240 縄文時代晩期中葉

表18 木製品観察表 施設材 (2)
告

号

報

番
区分 種別 木取 り 樹種

調
査
区
遺構 時期

長 さ

(cm)

幅・径

(cm)

厚さ・高さ

(cm)

炭

化

樹

皮 備考

施設材 貯蔵穴・蓋材 半割材 環孔材 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 半割材 ク リ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前案

施設材 貯蔵穴・蓋材 ミカン割材 ク リ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 1170

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 1200

施設羽 貯蔵穴・蓋材 角材 ク リ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

施設羽 貯蔵六・蓋材 樹皮 ク リ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

290 施設初 貯蔵六・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 130

施設初 貯蔵穴・蓋材 板目板 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前棄 325

292 施設初 貯蔵穴・蓋材 板目板 3 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 12

294 施設秘 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ムラサキシキブ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前棄 両端に切断痕

施設初 貯蔵穴・蓋材 丸木材 チドリノキ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前棄

施設初 貯蔵穴・蓋材 丸木材 フジ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 485 17

施設材 貯蔵六・蓋材 丸木羽 ムラサキシキブ 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 370

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 コナラ節 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 15 ○

299 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉 15

300 施設材 貯蔵穴。蓋材 樹皮 不明 3 SK244 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 ミカン割羽 3 縄文時代後期末～晩期前葉 550 110 片側端部に切断痕

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 ケヤキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

303 施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 トチノキ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 240

304 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不 明 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 ケヤキ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前案 920

施設材 貯蔵穴・枠材 半旨」禰 クリ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 両端に切断痕

施設材 貯蔵穴・枠材 丸木禰 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 550 ○

施設材 貯蔵穴・枠材 半害」材 トチノキ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 135

施設材 貯蔵穴・枠材 ミカン割初 ク リ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

施設材 貯蔵穴・枠材 丸木材 3 縄文時代後期末～晩期前棄 735 両端に切断痕

3 施設材 貯蔵穴・枠材 板目板 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 400 〇 片面炭化

3 2 施設材 貯蔵穴・枠材 丸木材 クリ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 530 ○ 切断痕

3 3 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不 明 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 100

3 4 施設材 貯蔵穴。枠材 丸木材 ヤマグワ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 645

3 5 施設材 貯蔵穴・枠材 ミカン割材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 ○ 切断痕

施設材 貯蔵穴・枠材 板目割材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 595 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 290

施設材 貯蔵穴・枠材 ミカン割材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 320

施設材 貯蔵穴・枠材 ミカン吝」材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前棄 570 ○ 供れ部あり(カロエか ?)

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目板 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 340 換れ部あり

322 施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉 620 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 構皮 不 明 3 SK249 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉 375

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉

326 施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ムラサキシキブ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉 110 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 枝 不 明 3 5 縄文時代後期末～晩期前棄 165

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ニフトコ 3 5 縄文時代後期末～晩期前棄 12

329 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 5 縄文時代後期末～晩期前棄 130

330 施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉 710

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 5 縄文時代後期末～晩期前棄 220

332 施設材 貯蔵穴・蓋材 枝 トチノキ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉 不明 10

333 施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 トチノキ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉

334 施設材 貯蔵穴・蓋材 板目板 ク リ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉 10

335 施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 トチノキ 3 5 縄文時代後期末～晩期前葉

336 施設材 蹄蔵穴・蓋材 丸木材 コナラ節 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前葉

338 施設材 貯蔵穴・議材 丸木材 カエデ属 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前葉 615

339 施設材 貯蔵穴・蓋材 枝 ヤマグワ 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ヤマグワ 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前棄 320

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前葉 130

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 ク リ 3 SK260 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不 明 3 SK138 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK138 縄文時代後期末～晩期前葉 335 25 O

施設材 貯蔵穴・蓋材 削出る材 ク リ 3 SK138 縄文時代後期末～晩期前葉
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ロ
ロ巧

報

番
区分 種別 木取 り 樹種

調
査
区
遺構 時期

長 さ

(cm)

幅・径

(cm)

厚さ高さ

(cm)

炭

化

樹

皮 備考

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 エノキ属 3 縄文時代後期末～晩期前蒙 115

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 クリ 3 縄文時代後期末～晩期前棄 370

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ムラサキシキブ 3 縄文時代後期末～貌期前棄 375 25

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 トネリコゾク 3 縄文時代後期末～晩期前葉 210 10

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木羽 クリ 縄文時代後期末～晩期前棄 150

施設材 貯蔵穴・蓋材 半割羽 クリ 73 縄文時代後期末～晩期前葉 200

353 施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 クリ 3 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 半割羽 不 明 3 3 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵六・蓋材 丸木籾 クリ 3 3 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵久・蓋材 枝 クリ 3 3 縄文時代後期末～晩期前葉 145

357 施設材 貯蔵穴・蓋材 割初 クリ 3 3 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴。蓋材 ミカン割材 トネリコ属 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前葉 170

施設材 貯蔵穴・蓋材 炭化材 不明 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前棄 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 害」材 クリ 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 カエデ属 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 不明 3 SK 73 縄文時代後期末～晩期前葉 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ヤマグワ 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前棄 110 25 0 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 木片 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前葉 110 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 3 SK 3 縄文時代後期末～晩期前葉 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 不明 3 SK 縄文時代後期末～晩期前葉 0 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 柾目板 3 SK 縄文時代後期末～晩期前棄 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 3 縄文時代後期末～晩期前葉 310 0

施設材 貯蔵穴・蓋材 ミカン割材 3 SК 縄文時代後期末～晩期前葉 5 孔あ り。加工か ?

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 不明 3 SK 7 縄文時代後期末～晩期前葉 0 片端に切断痕

施設材 貯蔵穴・蓋材 旨」材 トチノキ 3 SK 7 縄文時代後期末～晩期前葉 0

施設材 貯蔵穴・蓋材 旨J材 トチノキ 3 SK 7 縄文時代後期末～晩期前葉 0

施設材 貯蔵穴・蓋材 木片 トチノキ SK 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 SК 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 木片 ク SK 縄文時代後期末～晩期前棄 15 0

施設材 貯蔵穴・蕎材 木片 ク 3 SK 縄文時代後期末～晩期前葉 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 木片 ク 3 SK 縄文時代後期末～晩期前葉 25 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目板 ク 3 縄文時代後期末～晩期前葉 0

379 施設材 貯蔵穴・蓋材 板目板 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 不 明 不明 0 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ク リ 3 SK266 縄文時代後期末～晩期前棄 95 5

施設材
貯蔵穴・足場
材

板目割材 3 SK261 縄文時代後期末～晩期前乗 1460 210

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 トチノキ 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前葉 330 110 ○ ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 ケヤキ 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前葉 150 75 ○ 木器未成品か ?削 りあ り

384 施設材 貯蔵穴・蓋材 枝 オニクルミ 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 ミカン割材 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前棄 75

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目割材 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前棄 530 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 ケヤキ 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前棄 170

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 ケヤキ 3 SK26 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 水場・杭 丸木材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄 杭 3

施設材 水場。杭 害」材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 315 杭 2

施設材 水場・杭 丸木材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 ○ 杭 1

施設材 水場。杭 ミカン割材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 440 杭 珀

施設材 水場。杭 害」材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄 杭 5

施設材 水場。杭 割材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄 杭 6

施設材 水場。杭 ミカン割材 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄 ○ 杭 7

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 不明 3 SК 縄文時代後期末～晩期前葉 240 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 カマツカ SK 縄文時代後期末～晩期前棄 片端切断痕

施設材 貯蔵穴・蓋材 木片 SK 縄文時代後期末～晩期前葉 170

施設材 貯蔵穴・蓋材 木片 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 SK 縄文時代後期末～晩期前葉 10

401 施設材 貯蔵穴・蓋材 半言」材 カマツカ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 120 10

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 SK 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 ヨナラ節 3 SK 縄文時代後期末～晩期前棄 230

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 SK 縄文時代後期末～晩期前棄 05

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 SК 縄文時代後期末～晩期前葉 03

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 SК 縄文時代後期末～晩期前葉 15 02

施設材 貯蔵六・蓋材 樹皮 不明 3 SК 縄文時代後期末～晩期前棄 02

施設材 貯蔵六・蓋材 樹皮 3 SК 縄文時代後期末～晩期前棄 240

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前棄 240

0 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉

1 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉

2 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 110

3 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 290

4 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 250
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施設材 貯蔵穴・蓋羽 樹皮 不 明 3 SK171 縄文時代後期末～晩期前棄 110

施設材 貯蔵穴・蓋羽 柾目板 クリ 3 SK171 縄文時代後期末～晩期前葉 片端切断痕

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 柾目板 クリ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 185 0

施設材 貯蔵穴・蓋材 柾目板 クリ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 0

420 施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK243 縄文時代後期末～晩期前葉 295 2 ○

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 0

422 施設材 貯蔵穴・蓋羽 丸木材 不 明 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸本材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 12

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 不明 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 板目板 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

428 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 320 55

429 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 390

430 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 割材 ウ,レシ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 410 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ケヤキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 110

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 200 130 2

施設材 貯蔵穴・蓋材 板 目板 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 465 110 2

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 550 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 440 215 5

437 施設材 貯蔵穴・蓋材 板 目板 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 350

施設材 貯蔵穴・蓋材 板 目板 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 2

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 230

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 15

施設材 貯蔵穴・蓋材 半割材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 430

施設材 貯蔵穴・蓋材 柾 目板 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 600

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 435

446 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 12

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 640

448 施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 250

449 施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 620

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 150

施設材 貯蔵六・蓋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前粟 120 0

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 670 5

施設材 貯蔵穴・蓋材 丸木材 トネリコ属 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前案 240 15 2

施設材 貯蔵魚・粋材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 180 2

施設材 貯蔵穴・枠材 丸木材 オニク,レミ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 970 45

施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

457 施設材 貯蔵穴・枠材 半割材 クリ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴,枠材 丸木材 クリ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 110

施設材 貯蔵六・枠材 割材 ケンポナシ属 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 250

施設材 貯蔵穴・枠材 半割材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 1040 110

施設材 貯蔵穴・蓋材 枝 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 15

462 施設材 貯蔵穴・枠材 割材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 290

463 施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 不明 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

464 施設材 貯蔵穴・枠材 丸木材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 710

465 施設材 貯蔵穴・枠材 半割材 ヤマグワ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

466 施設材 貯蔵穴・枠材 半割材 ク リ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・枠材 枝 オニクルミ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・枠材 割初 クリ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 690 5

469 施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前棄 0

施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 830 5

施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 390 0

施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 200

施設材 貯蔵穴・枠材 樹皮 トチノキ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 520 13

施設材 貯蔵穴・枠材 割材 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉

施設材
貯蔵穴・枠材

(板杭)
板目板 クリ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 380

施設材
貯蔵六・枠材

(杭 )
割 材 クリ 3 縄文時代後期末～晩期前棄 610

施設材 貯蔵穴・蓋材 樹 皮 クリ 3 SK243 縄文時代後期末～晩期前棄 270 130 15

施設材 足場材 半割材 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1000 150

480 施設材 足場材 分割材 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1740 130

施設材 足場初 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 220
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482 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1180

483 施設材 足場材 偏半割材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 380

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 70

施設材 足場材 丸木材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1490

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1400

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 860

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1420

施設材 足場材 丸木材 ハンノキ節 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 350 50

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 530 110

施設材 足場材 丸木材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1150

施設材 水場・枠材 半材 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 2700 320

493 施設材 足場材 分割材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1530 70

494 施設材 足場材 分割材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 970 70

495 施設材 足場材 分割材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1380

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 570

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 570

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 570

施設材 足場材 板目板 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

施設材 足場材 偏半割材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1120

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

502 施設材 水場・足場 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 100

503 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 110 110

505 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1280

506 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

507 施設材 水場・杭 不明 SX0 縄文時代中期末～後期初頭

508 施設材 水場・杭 不明 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 550

施設材 水場・枠材 不明 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1100 110

5 0 施設材 水場・水日の板 板目板 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 700

5 施設材 水場・水日の板 板目板 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 120

5 2 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1380

5 3 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

5 4 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1460

5 5 施設材 水場・足場 丸木材 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

5 6 施設材 足場材 板目材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 500

5 7 施設材 足場材 板目材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 500

5 8 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 700

5 9 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 300

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 680

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 650

522 施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 270

523 施設材 水場・杭 割材 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1000

施設材 水場・水日の板 板目板 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 470

525 施設材 水場・枠材 割材 SX0 2) 縄文時代中期末～後期初頭

施設材 水場・水日の板 柾目板 クリ SX0 2) 縄文時代中期末～後期初頭

527 施設材 水場・杭 板目板 クリ SX0 2) 縄文時代中期末～後期初頭 450

絶設材 水場・枠材 不明 クリ SX0 縄文時代中期末～後期初頭

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2500 1300 260

施設材 足場材 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 2500 120

施設材 足場材 板 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1100 120

532 施設材 足場材 分割材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

533 施設材 足場材 分割材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

施設材 足場材 分割材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 770

535 施設材 足場材 分害」材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 1000

536 施設材 足場材 分割材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭

537 施設材 足場材 削出材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭 1650

施設材 足場材 板目板 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1200 250

施設材 水場・足場 丸木初 クリ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 280

施設材 水場・足場 割羽 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 3200 600

施設材 足場材 板目板 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

表19 木製品観察表 その他の加工材 (2)
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加工材 害」羽 割材 スギ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

力口工羽 ミカン割材 ミカン割材 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

力阿工朝 炭化材 炭化材 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

カロエ羽 木片 木 片 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 樹根 樹根 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 300 17 14
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547 加工材 割材 割 材 ク リ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 樹皮 樹 皮 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 630 120
549 加工羽 ミカン割材 ミカン割材 クリ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

550 加工材 樹 皮 樹皮 クリ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 210 16
加工材 板 目割材 板目割材 クリ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 1540

552 加工材 枝 枝 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前棄 370
553 加工材 樹皮 樹 皮 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

554 加工材 樹皮 樹 皮 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 ミカン割材 ミカン割材 クリ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前棄 1000

556 加工材 半割材 半割材 クリ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前棄 760
カロエ材 樹皮 樹皮 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 枝 枝 オニクルミ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 510 15
加工材 枝 枝 カエデ属 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 13 12

加工材 丸木材 丸木材 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 1680 170

加工材 削りだし材 肖」出初 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 365 13

加工材 枝 枝 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 220 15

加工材 半割材 半割材 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前棄 25

564 加工材 木片 木片 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 110

565 加工材 斜め板 斜め板 スギ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 15

566 加工材 割材 割材 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 270 15

加工材 木片 木片 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 丸木材 丸木材 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 板 目割材 板目割材 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 柾 目割材 柾 目割材 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 210
加工材 板 目割材 板 目割材 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 300

572 加工材 炭化材 炭化材 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

加工羽 丸木材 丸木材 イヌガヤ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 310 ○ 片端に切断痕

加工羽 割材 割材 ク リ 3 SX01 隠文時代後期末～晩期前棄 120 ○

加工羽 割 材 割材 クリ 3 SX01 健文時代後期末～晩期前棄

加工材 ミカン割材 ミカン割材 クリ 3 SX01 健文時代後期末～晩期前葉 ○

577 加工材 割材 割材 クリ 3 SX01 隠文時代後期末～晩期前葉

加工材 樹皮 樹 皮 クリ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 板目割材 板 目割材 クリ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 220
加工材 樹皮 樹 皮 スギ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 板目割材 板 目割材 クリ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

加工材 削 りだし材 削出材 クリ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 割材 割材 クリ 3 SX01 縄文時代後鶏末～晩期前棄

加工材 割材 割材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 15 ○

加工材 炭化材 炭化材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄 25 ○

力口工材 炭化材 炭化材 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

加工材 割材 割材 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 割材 割材 3 縄文時代後期末～晩期前葉 ○

加工材 木片 木片 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 木片 木片 ク リ 3 縄文時代後期末～晩期前棄 12

591 加工材 校 枝 イヌガヤ 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 樹 皮 樹皮 不明 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 伎 枝 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 07 07

加工材 枝 枝 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 05 12

加工材 枝 枝 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 205
加工材 木片 木片 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 O

加工材 炭化材 炭化材 コナラ節 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 不明 ○

加工材 木片 木片 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 155

加工材 木 片 木片 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 樹 皮 樹皮 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 木 片 木片 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 125

加工材 樹 皮 樹皮 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

603 加工材 割材 割材 コナラ節 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 55 ○

604 加工材 柾目薄板 柾 目薄板 ク リ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

605 加工材 木片 木 片 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前葉 15

カロエ羽 木片 木 片 オニクルミ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉 240
607 加工羽 木 片 木 片 3 縄文時代後期末～挽期前棄

加工材 木 片 木 片 ク リ 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工籾 樹 皮 樹 皮 トチノキ 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工初 樹 皮 樹皮 不 明 3 縄文時代後期末～晩期前葉 240
加工材 樹 皮 樹皮 トチノキ 3 SX0 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 樹皮 樹皮 不 明 3 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 枝 枝 不 明 3 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 木片 木 片 ク リ 3 縄文時代後期末～晩期前棄 25

加工材 樹皮 樹 皮 ケヤキ 3 縄文時代後期末～晩期前棄 10
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加工材 樹根 樹根 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 15 13

加工材 樹根 樹根 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 210

加工材 樹根 樹根 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 320

加工材 枝 枝 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 265 15

加工材 割材 割材 スギ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 枝 枝 不明 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉

加工材 樹皮 樹皮 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 130

加工材 木片 木 片 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 120

加工材 木片 木片 オニクルミ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 樹皮 樹皮 トチノキ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前棄

加工材 木片 木片 ク リ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉

627 加工材 半割材 半割羽 クリ 3 SX01 縄文時代後期末～晩期前葉 870

加工材 削 りだし材 削出材 オニクルミ 3 SK248 縄文時代後期末～晩期前葉 570 15

加工籾 丸木材 丸木材 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 イヌガヤ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 アサダ ] 縄文時代中期末～後期初頭

632 加工材 板目板 板目板 広葉樹 〕 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

635 加工材 分割材 分割材 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

636 加工材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

637 加工材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 イヌガヤ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 偏半割材 偏半割材 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 コナラ節 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

643 加工材 板目板 板目板 クリ 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 未同定 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 柾目板 柾 目板 クリ 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板 目板 クリ 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 620

加工材 トネリコ属 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

648 加工材 柾目板 柾目板 クリ SX04 縄文時代中期末～後期初頭

649 加工材 ク リ SX04 縄文時代中期末～後期初頭

650 加工材 ヤマウルシ I SX04 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ヤマウルシ 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭

652 加工材 丸木材 丸木材 コナラ節 I SX13 縄文時代中期末～後期初頭

653 加工材 丸木材 丸木材 未同定 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭

654 加工材 板 板 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

655 加工材 丸木材 丸木材 ヤブツバキ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

656 加工材 板目板 板目板 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭

657 加工材 板目板 板目板 SX04 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 柾目板 鬱(02 縄文時代中期末～後期初頭

659 加工材 板目板 板目板 l SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

660 加工材 丸木材 丸木朝 ムクノクキ l SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木羽 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

662 加工材 カエデ属 1 縄文時代中期末～後期初頭 1320

加工材 丸木材 丸木材 未同定 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 未同定 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 板 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

666 加工材 丸木材 丸木材 ヌフレデ 1 SXC 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 ハギ属 1 SXC 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 1 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 270 230

加工材 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 220

670 加工材 コナラ節 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 オニクルミ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

672 加工材 分割材 分割材 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 1100 250 100

673 加工材 丸木材 丸木材 クリ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 2200

674 加工材 板目板 板目板 オニクルミ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割初 分割材 クリ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 860 110

加工材 丸木材 丸木材 イヌガヤ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

679 加工材 丸木材 丸木材 クヌギ節 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

680 加工初 トチノキ I SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工初 ク リ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

682 加工材 トチノキ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

683 加工材 丸木材 丸木材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 820

加工材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭
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685 カロエ羽 丸木材 丸木材 ク リ ! SX05 縄文時代中期末～後期初頭 2300

686 加工羽 ク リ I SX05 縄文時代中期末～後期初頭 1460

加工材 分割材 分割材 ク リ I 縄文時代中期末～後期初頭 1350 240

加工材 ムクノキ 縄文時代中期末～後期初頭

689 加工材 分割材 分割材 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭 480

690 加工材 分割材 分割材 モクレン属 I 縄文時代中期末～後期初頭 480

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭 480

692 加工材 丸木材 丸木材 キハダ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ I SX05 縄文時代中期末～後期初頭 1100

加工材 ク リ 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭 1100

加工材 板目板 板目板 トチノキ 1 縄文時代中期末～後期初頭 03

加工材 板目板 板目板 トネ リコ属 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 広葉樹 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ンヽノキ節 I SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 共同定 1 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ニワトコ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ニワトコ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

7 0 加工材 トネリコ属 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

7 加工材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

7 2 加工材 ク リ I 縄文時代中期末～後期初頭

7 3 加工材 偏半割材 偏半割材 トチノキ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

7 4 加工材 丸木材 丸木材 ク リ 1 SD135 縄文時代中期末～後期初頭

7 5 加工材 丸木材 丸木材 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭 520 100 70

7 加工材 丸木材 丸木材 カエデ属 SD140 縄文時代中期末～後期初頭

7 加工材 丸木材 丸木材 カエデ属 I SD140 縄文時代中期末～後期初頭

7 加工材 丸木材 丸木材 イヌシデ節 I SD140 縄文時代中期末～後期初頭

7 加工材 カツラ I SXll 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 未同定 1 SXll 縄文時代中期末～後期初頭

721 加工材 ク リ 1 SXll 縄文時代中期末～後期初頭

722 加工材 イヌガヤ 1 縄文時代中期末～後期初頭

723 加工材 イヌガヤ I 縄文時代中期末～後期初頭

724 加工材 半割材 半割材 トチノキ I SX12 縄文時代中期末～後期初頭 940

725 加工材 板目板 板目板 コナラ節 1 SX12 縄文時代中期末～後期初頭 400 55

726 加工材 オニクルミ 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭

727 加工材 板目材 板目材 ク リ 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 トチノキ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 板 トチノキ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 不 明 1 縄文時代中期末～後期初頭

732 加工材 イヌガヤ 1 SD135 縄文時代中期末～後期初頭

733 加工材 ク リ I 縄文時代中期末～後期初頭 320

加工材 分割材 分割材 ク リ 1 縄文時代中鶏末～後期初頭

735 加工材 ク リ 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 ケンポナシ属 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭 1710

737 加工材 板 板 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 ク リ と SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 ク リ 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 コナラ節 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

742 加工材 板目板 板目板 コナラ節 1 SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX05 縄文時代中期末～後期初頭 130

加工材 ク リ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 1750

加工材 ク リ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 1750

加工材 ク リ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 630

747 加工材 分割材 分割材 ク リ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 1180

加工材 分割材 分割材 ク リ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 450

749 加工材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 ヤマウルシ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 カエデ属 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ユズリハ属 I SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX14 縄文時代中期末～後期初頭
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加工材 ク リ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

755 加工材 分割材 分割材 ク リ SX14 縄文時代中期末～後期初頭 820
756 加工材 板 目板 板目板 ク リ SX14 縄文時代中期末～後期初頭 1180

757 加工材 板目板 板目板 ク リ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX14 縄文時代中期末～後期初頭 t50

加工材 クリ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分言」材 分割材 クリ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 クリ SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 半割材 半割材 SX14 縄文時代中期末～後期初頭

765 加工材 板目板 板目板 SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 SX14 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SXl判 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭 790 130
771 加工材 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 オニクルミ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1000

加工材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1000

775 加工材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1000

加工籾 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1000

加工材 エノキ属 SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1000

778 加工材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 クリ 9(01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 目板 板目板 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

JII工 材 板 板 クリ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 クリ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

785 加工材 削 りだし初 削出材 クリ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 1100

786 加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

787 加工材 板目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 120

加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 目板 板 目板 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 1600

加工材 板 目板 板目板 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 600
加工材 SX02 縄文時代中期末～後鶏初頭 1100 120

加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

796 加工材 イヌガヤ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 イヌガヤ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 トチノキ SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 イヌガヤ SX13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX13 縄文時代中期末～後期初頭 830
802 加工材 ク リ SX 13 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX 13 縄文時代中期末～後期初頭 1300 250 ○

加工材 丸木材 丸木材 ク リ SX04 縄文時代中期末～後期初頭 1040 120

加工材 ク リ SX04 縄文時代中期末～後期初頭 1040 100

加工材 板目材 板目材 スギ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 スギ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 9(03 縄文時代中期末～後期初頭

809 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

0 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

8 2 加工材 柾目材 柾目材 オニグルミ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

8 3 加工材 丸木材 丸木材 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

8 4 加工材 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

8 5 加工材 板目材 板目材 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

8 6 加工材 板目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

8 7 加工材 板 目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

8 8 加工材 板目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

8 9 加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

820 加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 クリ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 板 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭
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823 加工材 板目材 板目材 SX12 縄文時代中期末～後期初頭 220

加工材 丸木材 丸木材 未同定 SX12 縄文時代中期末～後期初頭

825 加工材 板 板 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

826 加工材 分割材 分割籾 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭 60

827 加工材 板目板 板目板 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

828 加工材 板目材 板目材 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

829 加工材 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

830 加工材 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ケヤキ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX12 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目初 クリ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ヤマグヤ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ヤマグヤ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

839 加工材 クリ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

840 加工材 丸木材 丸木材 クリ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 クリ SD138 縄文時代中期末～後期初頭 1060

加工材 ヌルデ SD138 縄文時代中期末～後期初頭 310

加工材 丸木材 丸木材 ヌ,レデ SD138 縄文時代中期末～後期初頭 310

加工材 板目板 板目板 クリ SD138 縄文時代中期末～後期初頭 650

加工材 半割材 ヨナラ節 SD138 縄文時代中期末～後期初頭 1060

lB工材 ク リ SD138 縄文時代中期末～後期初頭

848 加工材 板目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 600 05

849 加工材 板目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 600 05

850 加工材 板目板 板目板 スギ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 600 05

加工材 板目板 板目板 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

852 加工材 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

853 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

854 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

855 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

857 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

858 加工材 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭

859 加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭 770

加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭 1280

加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 ク リ SX13 縄文時代中期末～後期初頭 1180

加工材 末同定 SX13 縄文時代中期末～後期初頭 1180

加工材 分割材 分割材 SX04 縄文時代中期末～後期初頭 2300

加工材 クリ SX04 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 クリ SX04 縄文時代中期末～後期初頭 1440

加工材 SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX05 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SX05 縄文時代中期末～後期初頭 1050

加工材 板目材 板目材 広棄樹 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

873 加工材 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 560

874 加工羽 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

875 加工羽 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

876 カロエ羽 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 550

877 加工材 板 板 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

878 加工材 ク リ SX01 縄文時代中期末～後期初頭

879 加工材 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

方口工羽 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

方獨工羽 クリ SX02 縄文時代中期末～後期初頭

882 加工材 丸木材 丸木材 オニグルミ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 オニグルミ 縄文時代中期末～後期初頭

834 加工材 オニグルミ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ヨナラ節 SXll 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ SXll 縄文時代中期末～後期初頭

887 加工材 クリ S D138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ S D138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 オニグルミ SXll 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 オニグルミ SXll 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クスノキ科 SX03 縄文時代中期末～後期初頭 900
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加工材 ク リ I 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ I SX13 縄文時代中期末～後期初頭

89麹 加工材 ク リ ! SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX02 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 SX 4 縄文時代中期末～後期初頭

897 加工材 ク リ 1 SX 4 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 コナラ節 | SX 縄文時代中期末～後期初頭

899 加工材 オニグルミ I SX 縄文時代中期末～後期初頭 [500 550

加工材 板目材 板 目材 クリ 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭 1500

加工材 板 板 クリ 1 SX0 縄文時代中期末～後期初頭 1300 200

加工材 クリ SX0 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 鬱(0 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ムラサキンキブ属 SX0 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ 1 健文時代中期末～後期初頭

加工材 クリ I SX 健文時代中期末～後期初頭

加工材 板目材 板目材 カツラ 1 SX 健文時代中期末～後期初頭

加工材 板 板 スギ 1 SX03 健文時代中期末～後期初頭

カロエ材 分割材 分割材 ク 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭 830

カロエ材 削りだし材 削出材 ク 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 ク I SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク 1 SX03 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク 1 縄文時代中期末～後期初頭 200

917 加工材 ク 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 オニグルミ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ヤブツバキ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 未同定 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭 460

加工材 イヌガヤ 1 SX01 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 ク リ SXll 縄文時代中期末～後期初頭

924 加工材 ク リ SXll 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 ク リ SD135 縄文時代中期末～後期初頭 310

加工材 カツラ SD135 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 板 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭 220

加工材 柾目板 柾目板 ク リ SX02 縄文時代中期末～後期初頭 50

加工材 半割材 半割初 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 半割材 半害」初 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭 2920

加工材 板目板 板目板 ク リ 嵌 01(2) 縄文時代中期末～後期初頭 840

加工材 柾目板 柾目板 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 板 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ SX01(2) 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 削 りだし材 削出籾 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木籾 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割初 エレ属 1 縄文時代中期末～後期初頭 640

加工材 丸木材 丸木材 イヌエンジュ 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 クリ 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 イヌエンジュ 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 イヌガヤ 1 3 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SXlコ 縄文時代中期末～後期初頭 220 20

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SXlコ 縄文時代中期末～後期初頭 220

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SX 14 縄文時代中期末～後期初頭 220

加工材 分割材 分割材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 スダジイ 1 SXlコ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板目板 板目板 ク リ 1 SD138 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ I 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 分割材 分割材 ク リ I 縄文時代中期末～後期初頭 1030

加工材 板目板 板 目板 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 ク リ 1 縄文時代中期末～後期初頭
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加工材 板目板 板目板 オニクルミ 縄文時代中期末～後期初頭 350

加工材 カツラ 縄文時代中期末～後期初頭 180

962 加工材 板目板 板目板 縄文時代中期末～後期初頭

963 加工材 分割材 分割材 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 縄文時代中期末～後期初頭

965 加工材 丸木材 丸木材 縄文時代中期末～後期初頭

966 加工材 SK02 縄文時代中期末～後期初頭

967 加工材 SD06 縄文時代中期末～後期初頭 220

加工材 丸木材 丸木材 ク リ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 100

加工材 板目板 板目板 オニクルミ SD06 縄文時代中期末～後期初頭

970 加工材 丸木材 丸木材 6 SG0 1 縄文時代中期末～後期初頭 500

加工材 1 SD06 縄文時代中期末～後期初頭

972 加工材 カツラ SD06 縄文時代中期末～後期初頭 100

加工材 分割材 分割材 カツラ SD06 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 目板 板 目板 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭 230

加工材 分割材 分割材 ク リ SD06 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 板 目板 板 目板 ク リ 縄文時代中期末～後期初頭

加工材 丸木材 丸木材 モクレン属 H10 縄文時代中期末以前

加工材 未同定 SX16 縄文時代中期末以前

加工材 カエヂ諷 SX16 縄文時代中期末以前 1100

加工材 オニクルミ 縄文時代中期末以前

加工材 縄文時代中期末以前

加工材 丸木材 丸木材 SX16 縄文時代中期末以前

加工材 板 目板 カヤ 縄文時代中期末以前 820

加工材 カツラ 縄文時代中期末以前 1100

加工材 未同定 縄文時代中期末以前

加工材 板目材 板目材 縄文時代中期末以前

加工材 柾目板 柾目板 縄文時代中期末以前

加工材 イヌガヤ 縄文時代中期末以前

加工材 縄文時代中期末以前 1130

加工材 削 りだし材 縄文時代中期末似前

加工材 削 りだし材 縄文時代中期末以前

992 加工材 イヌガヤ 縄文時代中期末以前

加工材 板目材 板目材 縄文時代中期末以前 1730

994 加工材 板目材 板目材 縄文時代中期末以前 120

995 加工材 クヌギ節 SX22 縄文時代中期末以前

加工材 コナラ節 SX22 縄文時代中期末以前

997 加工材 カツラ SX22 縄文時代中期末以前

加工材 ヤマグワ 縄文時代中期末以前

加工材 未同定 縄文時代中期末以前 300 110

1000 加工材 カツラ SX22 縄文時代中期末以前

加工材 丸木材 丸木材 縄文時代中期末以前

1002 加工材 縄文時代中期末以前

1003 加工材 縄文時代中期末以前

1004 加工材 半割材 半割材 縄文時代中期末以前 300 250

1005 加工材 分割材 分割蒻 トネリコ属 縄文時代中期末以前

1006 加工材 SX22 縄文時代中期末以前

1007 加工材 ヤマグワ SX22 縄文時代中期末以前

1008 加工材 トチノキ SX22 縄文時代中期末以前 1500 270 320

1009 加工材 トチノキ SX22 縄文時代中期末以前 130

1010 加工材 クリ SX23 縄文時代中期末以前 550 170

1011 加工材 分割材 分割羽 クリ SX23 縄文時代中期末以前 1120 110

1012 加工材 板目板 板目板 モクレン属 SX23 縄文時代中期末以前

1013 加工初 板 目材 板 目材 カツラ SX16 縄文時代中期末以前 550

1014 加工材 クリ SX16 縄文時代中期末以前 350 110

1015 加工材 丸木材 丸木材 ク リ SX17 縄文時代中期末以前

1016 カロエ材 ヤマウルシ SX20 縄文時代中期末以前

1017 加工材 ヤマウルシ SX20 縄文時代中期末以前

1018 加工材 ブナ属 SX22 縄文時代中期末以前 730

1019 加工材 コナラ節 SX22 縄文時代中期末以前

加工材 コナラ節 SX22 縄文時代中期末以前

1021 加工材 丸木材 丸木材 コナラ節 SX16 縄文時代中期末以前

1022 加工材 分割籾 分割材 ク リ SX16 縄文時代中期末以前

加工材 ブナ属 SX22 縄文時代中期末以前

1024 加工材 トネリコ属 SX21 縄文時代中期末以前 1200

加工材 クリ SX19 縄文時代中期末以前

1026 加工材 エノキ属 SX19 縄文時代中期末以前

1027 加工材 ク リ SX23 縄文時代中期末以前

1028 加工材 二股材 丸木材 オニグルミ SX16 縄文時代中期末以前
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1029 加工材 丸木羽 丸木材 クリ SX20 縄文時代中期末以前 850

1030 加工材 丸木羽 丸木材 トネリコ属 SX21 縄文時代中期末以前 1200 240 130

1031 加工材 丸木羽 丸木材 キハダ SX16 縄文時代中期末以前

加工材 丸木羽 丸木材 ヤマグワ SX21 縄文時代中期末以前

1033 加工材 丸木材 丸木材 オニグルミ SX21 縄文時代中期末以前

1034 加工材 分割材 分割材 ウメモモ類 縄文時代中期末以前

1035 加工材 板目板 板目板 クリ 縄文時代中期末以前 1600

1036 加工材 板目板 板目板 クリ 縄文時代中期末以前 1100 120

1037 加工材 板 板 ク リ SX20 縄文時代中期末以前

1038 力口工材 ク リ SX20 縄文時代中期末以前

1039 加工材 ク リ SX20 縄文時代中期末以前

加工材 ク リ SX20 縄文時代中期末以前

1041 加工材 ク リ SX20 縄文時代中期末以前

1042 加工材 ク リ 縄文時代中期末以前

1043 加工材 ク リ 縄文時代中期末以前

1044 加工材 ク リ SX20 縄文時代中期末以前

1045 加工材 根絡み 割材 ク リ 縄文時代晩期中葉 15

1046 加工材 根絡み 割材 アカマツ 縄文時代晩期中棄 15 ○

1047 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 縄文時代晩期中葉

1048 加工羽 根絡み 板目割材 ク リ 縄文時代晩期中棄

1049 加工羽 根絡み 板目割材 縄文時代晩期中葉 295

1050 加工羽 根絡み 板目割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉

1051 加工材 根絡み 柾目割材 ク リ 縄文時代晩期中葉 210 15

1052 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 縄文時代晩期中葉 310 ○

1053 加工材 根絡み 割材 ク リ 縄文時代晩期中葉 300

1054 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 縄文時代晩期中葉 205

1055 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉

1056 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉

1057 加工材 根絡み 割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉 165

1058 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉 275

1059 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 3 縄文時代晩期中棄

1060 加工材 根絡み 割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉 175

1061 加工材 根絡み 板目割材 ク リ 縄文時代晩期中棄

1062 加工材 根絡み 割材 ク リ SK 縄文時代晩期中葉

1063 加工材 根絡み 板目割材 ク リ SK 縄文時代晩期中葉 110 15

1064 加工材 根絡み 丸木材 ヤマグワ 3 SK 縄文時代晩期中葉 ○ 片端切断痕

1065 加工材 根絡み 割材 3 SK 縄文時代晩期中棄

1066 加工材 根絡み 板目割材 3 SK240 縄文時代晩期中葉 175

1067 加工材 根絡み 樹皮 不明 3 縄文時代晩期中葉

1068 加工材 根絡み 木片 不明 3 縄文時代晩期中葉

1069 加工材 根絡み 木片 3 縄文時代晩期中葉

加工材 根絡み 木片 3 縄文時代晩期中棄

1071 加工材 根絡み 木片 3 縄文時代晩期中葉

1072 加工材 根絡み 板目劉材 3 縄文時代晩期中棄

1073 加工材 根絡み 木斤 3 縄文時代晩期中葉

1074 カロエ材 根絡み 木片 3 縄文時代晩期中棄 130

1075 方日正材 根絡み 板目割材 クリ 3 縄文時代晩期中葉 340

加工材 根絡み ミカン割材 クリ 3 縄文時代晩期中棄 630 55

1077 加工材 根絡み 木片 不明 3 縄文時代晩期中葉

1078 加工材 根絡み 割材 クリ 3 縄文時代晩期中葉 150

1079 加工材 根絡み 木片 クリ 3 縄文時代晩期中棄 200

1080 加工材 根絡み 割材 クリ 3 SK 縄文時代晩期中棄 520 650

1081 加工材 根絡み 板目板 クリ 3 SK 縄文時代晩期中棄

1082 加工材 根絡み 斜め板 クリ 3 SK 縄文時代晩期中葉

1083 加工材 根絡み 板目板 クリ 3 SK 縄文時代晩期中棄 690

1084 加工材 根絡み 板目割材 クリ 3 SK 縄文時代晩期中棄

1085 加工朝 根絡み 割材 クリ 3 縄文時代晩期中葉 570

1086 加工材 根絡み 割材 クリ 3 縄文時代晩期中葉

1087 加工材 根絡み 割材 ク リ 3 縄文時代晩期中葉

1088 加工材 根絡み 木片 ク リ 3 縄文時代晩期中棄

1089 加工材 根絡み 割材 ク リ 3 縄文時代晩期中棄

1090 加工材 根絡み 板目板 ク リ 3 縄文時代晩期中棄 125
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桜町 散布地 縄文時代早期・
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な し 縄文土器・瑛状耳飾り
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川 2・ 焼±21・ 木柱根

15・土坑194・埋奏 7・木

組み及び木材集中箇所

22・土器溜まり5

縄文土器・石器・斧柄・

弓・編物・貫穴やえつ

り穴などの加工のあ

る柱材・板材・柱根

水場木組みの木材は建築材

が転用されたものと考えら

れている。
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加工場

縄文時代後期後
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貯蔵穴18。 その他の上

坑74・環状木柱列 2。そ
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構 2・ 自然流路 3
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製品・柱根・堅果類
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と、貯蔵穴をセットで確認

した。
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川 1
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第10図 舟岡地区構築材 (3)柱根 中期末～後期初頭
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第12図 舟岡地区構築材 (5)柱根 中期末～後期初頭
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第29図 舟岡地区施設材 (13)水場材
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第40図 舟岡地区その他の加工材 (2)丸木材 中期末～後期初頭
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第48図 舟岡地区その他の加工材 (10)半割材
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２２６

　

　

２２８

隠
‐

一

①
凸
岬
Ⅵ
℃

一

５２２

ω
‐

一　

　

　

　

　

　

一

４２２

お
‐的
剛
日
Ｍ
‐

(1:2)

第33図 舟岡地区器具材 (7)石斧留め具・楔 中期末～後期初頭

128



一 v

― ⑨

一② 229  ヒ_________― Ц OCm

(1:6)

（ＨｌｌＨ阿鰤瑚制悧州日日日日日日日日ＨＨ胴阿円日日‐Ａ‐ｉｔ凹日［中

（日日日日日日日醐醐］日出日日日日日［日日闘凹四日日日出日］［中

129

第84図 舟岡地区器具材 (8)堀棒 中期末～後期初頭

一
（□日‐‐‐‐‐十‐‐‐Ｉ‐Ｉ‐‐ＩＩ国同‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐キ‐‐聞聞１‐‐‐‐‐‐‐‐―剛剛Ⅲ田日日日日日日日日日旧日日日日日日］中中



― ＼̈

―∞
232

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

Ｈ「ハ〔聞悧脚‐‐‐ｉ‐ｉ‐‐‐ｆ‐１蜘‐イ‐‐‐‐剛熙四的‐‐ｎ］‐‐‐‐］中山山山中［‐‐‐‐‐‐‐‐『‐‐‐‐‐―［］［［］山‐‐‐‐［］‐‐‐［‐‐‐‐‐‐‐‐］―‐‐‐］中山中山］］‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ＩＩ‐‐‐‐］］］］‐‐‐‐］］］］］［‐‐‐‐‐‐‐‐］】中

【

い

φ

＝ ‐

‐ ‐
‐
‐

、

］

¨

山

］

］

‐ ‐ ‐ ‐ ‐

［

呻

¨

『

］

‐ ‐ ‐ ‐

］

］

［

‐
‐

‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

‐ イ ー ー

］

‐ ‐ ‐

‐ ‐ ―

中

［

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

山

］

‐ ‐ ‐‐

い

中

［

］

‐

‐

‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ Ｉ Ｉ

‐ ‐ ‐ ‐

― ‐ ― ―

中

中

中

‐ ィ ‐

］

中

中

山

‐ ‐

，

‐

‐ ‐ ‐ ‐

― ‐ ‐ Ｉ

‐ ‐ ‐ ‐

― ‐ ‐ ‐

― ‐ ‐ ‐

Ｉ ‐ ‐ Ｉ

‐ ‐ ‐

― ‐ ‐

］

中

山

山

］

‐ ‐ ‐

中

‐ ‐ ‐ ‐

］

】

”

〉

‥

(1:3)

第85図 舟岡地区器具材 (9)堀棒 中期末～後期初頭

130



碓―

(1:4)

第86図 舟岡地区器具材 (10)鋤状木製品

//ィ望/′
「

＼＼
＼
(

/

(/ラ

/

⊂ く、ァク

,「残方
rな」
ノ

II〕

御
拌
性
照
‐‐十一．

中期末～後期初頭

Ｏ
υ



産 至 卦 _

影 ―

≦ ≫

―

∞ ―

¢ ―

第87図 舟岡地区器具材

132

XN

(11)鋤状木製品 中期末～後期初頭



「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

　

２ ４ ０

一一

ｉ

‐

瀬

四

町

四

日

山

日

‐ ‐ ‐ ‐

円

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ Ｉ

‐ ‐ ‐ ―

‐ ‐ ‐ Ｉ

‐ ‐ ‐ ―

‐ ‐ ‐ ―

山

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

― ‐ ‐ Ｉ

‐ ‐ ‐ ―

‐ ‐ ‐ ―

円

旧

日

日

‐ ィ ‐

‐ ‐ ‐

‐

イ

‐ Ｉ

‐ ‐ ‐ Ｉ

‐ ‐ イ ー

日

日

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ イ ー

山

出

山

山

‐ ‐ ‐ ‐

山

旧

山

旧

旧

山

山

山

山

山

山

山

旧

旧

山

旧

旧

山

山

旧

山

中

‐ イ ‐

中

山

］

日

ｉ ‐ ‐ ‐

】

聰

「

‐

⑥

一篭%勃

(1:2)

133

第88図 舟岡地区器具材 (12)肖 Uり だし棒材 中期末～後期初頭
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第99図 舟岡地区器具材 (23)素材 中期末～後期初頭
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第100図 舟岡地区器具材 (24)素材 中期末～後期初頭
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第101図 舟岡地区器具材 (25)櫛 後期末～晩期前葉
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後期末～晩期前葉第102図 舟岡地区器具材 (26)石斧留め具・編錘状木製品
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第103図 舟岡地区器具材 (27)削 りだし棒材
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縄文時代以降 (古墳時代 )
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第105図  舟岡地区繊維製品 (1)
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第106図 舟岡地区繊維製品 (2)
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第107図 舟岡地区繊維製品 (3)
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第108図 舟岡地区繊維製品 (4)
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第109図  舟岡地区繊維製品 (5)
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第110図 舟岡地区繊維製品 (6)
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第111図 舟岡地区繊維製品 (7)

0                                             20cm
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蝋 Ⅲ 図 湖



図版 1 舟岡地区構築材 (1)桂材 中期末～後期初頭 (1:12)



図版 2 舟岡地区構築材 (2)柱根 中期末～後期初頭 (r lo)



図版 3 舟岡地区構築材 (3)桂根 中期末～後期初頭 (1:10)



図版 4舟岡地区構築材 (4)桂根 中期末～後期初頭 (1:5)



図版 5 舟岡地区構築材 (5)桂根 中期末～後期初頭 (出土状況)



図版 6 舟岡地区構築材 (6)柱根 晩期中葉 (1:10)



図版 7 舟岡地区構築材 (7)柱根 晩期中葉 (1110)



図版 8 舟岡地区構築材 (8)桂根 晩期中葉 (1:10)



18

19

20

21

図版 9 舟岡地区構築材 (9)柱根 晩期中葉 (1:10)



27

図版10 舟岡地区施設材 (1)杭群 中期末以前 (1:5)



図版11 舟岡地区施設材 (2)水場材 中期末～後期初頭 (1:15)



図版12舟岡地区施設材 (3)水場材 中期末～後期初頭 (1:15)



図版13 舟岡地区施設材 (4)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)
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図版14舟岡地区施設材 (5)水場材 中期末～後期初頭 (1:15)



図版15 舟岡地区施設材 (6)水場材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版16 舟岡地区施設材 (7)水場材 中期末～後期初頭 (1:15)
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図版17 舟岡地区施設材 (3)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版18 舟岡地区施設材 (9)水場材 中期末～後期初頭 (1:15)



dElll出ぃ 45

図版19 舟岡地区施設材 (10)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)
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図版20 舟岡地区施設材 (11)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版21 舟岡地区施設材 (12)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)



▲枠1割

図版22 舟岡地区施設材 (13)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版23 舟岡地区施設材 (14)水場材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版24 舟岡地区施設材 (15)水場材 後期末～晩期前葉 (1:6)



図版25 舟岡地区施設材 (16)水場材 後期末～晩期前葉 (1:6)



図版26 中出地区施設材 (17)水場材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版27 中出地区施設材 (18)水場材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版28 中出地区施設材 (19)水場材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版29 中出地区施設材 (20)水場材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版30 中出地区施設材 (21)水場材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版31 舟岡地区その他の加工材 (1)丸木材 。分割材 中期末以前 (1:10)





図版33 舟岡地区その他の加工材 (3)丸木材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版34 舟岡地区その他の加工材 (4)丸木材 中期末～後期初頭 〔任意〕
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●

図版35 舟岡地区その他の加工材 (5)丸木材 中期末～後期初頭 (116)



図版36 舟岡地区その他の加工材 (6)丸木材 中期末～後期初頭 (1:10)



む

図版37 舟岡地区その他の加工材 (7)丸木材 。半割材 中期末～後期初頭 (1:15)



図版38 舟岡地区その他の加工材 (3)半割材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版39 舟岡地区その他の加工材 (9)半割材 中期末～後期初頭 (1:3)





図版41 舟岡地区その他の加工材 (11)半割材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版42舟岡地区その他の加工材 (12)半割材 中期末～後期初頭 (1:3)



図版43 舟岡地区その他の加工材 (13)半割材・分割材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版44 舟岡地区その他の加工材 (14)分割材 中期末～後期初頭 (1:15)



図版45 舟岡地区その他の加工材 (15)分割材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版46 舟岡地区その他の加工材 (16)分割材 中期末～後期初頭 (1:15)



図版47 舟岡地区その他の加工材 (17)分割鵜 中期末～後期初頭 (1:6)



‐‐９

図版網 舟岡地区その他の加工材 (18)分割材 中期末～後期初頭 (1:10)



図版49 舟岡地区その他の加工材 (19)分割材 中期末～後期初頭 (1:5)
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図版50 舟岡地区その他の加工材 (20)分割材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版51 舟岡地区その他の加工材 (21)分割材 中期末～後期初頭 (1:4)



138

図版52 舟岡地区その他の加工材 (22)分割材 中期末～後期初頭 (116)



図版53 舟岡地区その他の加工材 (23)分割材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版54 舟岡地区その他の加工材 (24)分割材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版55 舟岡地区その他の加工材 (25)分割材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版56 舟岡地区その他の加工材 (26)板目板 中期末～後期初頭 (1:4)



図版57 舟岡地区その他の加工勅 (27)板目板 中期末～後期初頭 (1:6)



図版58 舟岡地区その他の加工材 (28)板目板 中期末～後期初頭 (1:6)



図版59 舟岡地区その他の加工材 (29)板目板 中期末～後期初頭 (1:6)





図版61 舟岡地区その他の加工材 (31)板目板 中期末～後期初頭 (1:3)



図版62 舟岡地区その他の加工材 (32)板目板 中期末～後期初頭 (1:3)



図版63 舟岡地区その他の加工材 (33)板目板 中期末～後期初頭 (1:3)



図版64 舟岡地区その他の加工材 (34)板目板 中期末～後期初頭 (1:3)
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図版65 舟岡地区その他の加工材 (35)柾目板 中期末～後期初頭 (1:10)





図版67 舟岡地区その他の加工材 (37)柾目板 中期末～後期初頭 (1:3)



図版68 舟岡地区その他の加工材 (38)柾目板 中期末～後期初頭 (1:3)



図版69 舟岡地区その他の加工材 (39)柾目板 中期末～後期初頭 (1:3)



図版70 舟岡地区その他の加工材 (40)板目板・柾目板 中期末～後期初頭 (1:6)



図版71 舟岡地区その他の加工材 (41)柾目板 中期末～後期初頭 (1:6)



図版72 舟岡地区その他の加工材 (42)柾目板 中期末～後期初頭 (1:6)



中出地区その他の加工材 (43)分割材 中期末～後期初頭 (上図,114)、
舟岡地区器具材 (1)春よりもの 中期末以前 (下図,1:2)
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図版76 舟岡地区器具材 (4)石斧柄 中期末～後期初頭 (1:4)
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図版79 舟岡地区器具材 (7)石斧柄 中期末～後期初頭 (1:4)
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図版80 舟同地区器具材 (8)石斧留め具、楔 中期末～後期初頭 (1:2)



図版81 舟岡地区器具材 (9)堀棒 中期末～後期初頭 (1:6)



図版82 舟岡地区器具材 (10)堀棒 中期末～後期初頭 (1:3)



図版83 舟岡地区器具材 (11)鋤状木製品 中期末～後期初頭 (1:4)



図版84 舟岡地区器具材 (12)鋤状木製品 中期末～後期初頭 (1:4)
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241

中期末～後期初頭 (112)削りだし棒材図版85 舟岡地区器具材 (13)



242

図版86 舟岡地区器具材 (14)弓 (1:8)・ 部分拡大 (112) 中期末～後期初頭





図版83 舟同地区器具材 (16)春Jり もの 中期末～後期初頭 (1:1)





図版90 舟岡地区器具材 (18)春1り もの 中期末～後期初頭 (1:3)





255

図版92 舟岡地区器具材 (20)不明漆塗製品 中期末～後期初頭 (1:4)



図版93 舟岡地区器具材 (21)素材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版94 舟同地区器具材 (22)素材 中期末～後期初頭 (1:つ



図版95 舟岡地区器具材 (23)素材 中期末～後期初頭 (1:6)



図版96 舟岡地区器具材 (24)素材 中期末～後期初頭 (1:4)



図版97 舟岡地区器具材 (25)素材 中期末～後期初頭 (1:41

269





図版99 舟岡地区器具材 (27)石斧留め具・編錘状木製品 後期末～晩期前葉 (1:2)



図版100 舟岡地区器具材 (28)肖 Jり だし棒材 縄文時代以降 (古墳時代)(1:4)
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図版101 舟岡地区繊維製品 (1) 中期末～後期初頭 (出土状況)



中期末～後期初頭

(43,45,46は出土状況,54は 3倍大)
図版102 舟岡地区繊維製品 (2)

54



図版103 舟岡地区植物  中期末～後期初頭 (任意)
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